
平成２９年度向日市地域福祉計画策定・推進委員会 

 

平成３０年３月２７日(火) 

午後２時から午後３時半まで 

 場所：福祉会館３階大会議室 

 

 

議事次第 

  

１ 開 会 

 

２ 委員長・副委員長選任  

  

３ 議 事  

 （１）地域福祉を取り巻く近年の動向について 

 

 （２）地域福祉懇談会の報告について 

 

 （３）実施施策について 

 

 （４）第２期向日市地域福祉計画（前期計画）策定後の取組について 

（平成２９年度） 

 

（５）その他  

  

４ 閉 会  



地域福祉を取り巻く近年の動向
－ 社会福祉法改正を中心に －

2018年03月27日

神戸医療福祉大学
拾井雅人(ﾋﾛｲ･ﾏｻﾄ)



今回の法改正とは

介護保険法、障害者総合支援法､

児童福祉法、社会福祉法など

平成29(2017)年６月２日

平成30(2018)年４月１日

我が事・丸ごと

地域共生社会

「地域包括ケアシステムの強化のための介護
保険法等の一部を改正する法律」による改正

【対象法】

【公布日】

【施行日】

【ｷｰﾜｰﾄﾞ】



法改正までの流れ

骨太の方針2016
<安倍内閣>

ニッポン一億総活
躍プラン

<安倍内閣>

「地域共生社会」
という言葉の登場

新たな時代に対応した
福祉の提供ビジョン
<厚生労働省ＰＴ>

「我が事・丸ごと」地
域共生社会実現本部の
設置<厚生労働省>

「地域共生社会」の実
現に向けて（当面の改
革工程）<同実現本部>

社会福祉事業法

社会福祉法

同法改正

1951

2000

2015

2016

2017

社会福祉基礎構造改革

○利用者の立場に立った社会福祉制度の構築
○地域福祉の推進 など



地域
・
家庭

行政
・
NPO
企業

昔 高度経済成長期 現在

工業化に伴う人々の都市部への
移動、個人主義化や核家族化、
共働き世帯の増加などの社会の
変化の過程において、地域や家
庭が果たしてきた役割の一部を
代替する必要性が高まってきた。

これに応える形で、疾病や障害・介護、出産
・子育てなど、人生において支援が必要とな
る典型的な要因を想定し、高齢者、障害者、
子どもなどの対象者ごとに、公的な支援制度

が整備され、質量ともに公的
支援の充実が図られてきた。
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「我が事・丸ごと」とは ②

縦割り

他人事

丸ごと

我が事

○世帯の複合課題
・８０５０問題、ダブルケアなど

○福祉分野だけでなく、他分野にま
たがって支援が必要な場合
・精神疾患患者、がん患者、難病患者など

○公的支援提供機関の運営上の問題
・急激に人口が減少している地域（利用者数
の減少、人材確保が困難）

○「社会的孤立」の問題
・高齢者の場合、若年者の場合、など

○「制度の狭間」の問題
・公的支援制度が対象としないような身近な
生活課題(電球の取り換え、ごみ出し、等)

・公的支援制度の受給要件を見たさない課題

・対象者別
・分野別



制度・分野ごとの『縦割り』や

「支え手」「受け手」という関係を超えて、

地域住民や地域の多様な主体が参画し、

人と人、人と資源が世代や分野を超えて

『丸ごと』つながることで、

住民一人ひとりの暮らしと生きがい、

地域をともに創っていく社会を目指すもの。

「地域共生社会」とは

地域共生社会
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１．「我が事・丸ごと」の地域福祉推進の理念を規定
地域福祉の推進の理念として、支援を必要とする住民（世帯）が抱える

多様で複合的な地域生活課題について、住民や福祉関係者による①相談及
び②関係機関との連携等による解決が図られることを目指す旨を明記

２．この理念を実現するため、市町村が以下の包括的
な支援体制づくりに努める旨を規定
○ 地域住民の地域福祉活動への参加を促進するための環境整備

○ 住民に身近な圏域において、分野を超えて地域生活課題について総合
的に相談に応じ、関係機関と連絡調整を行う体制

○ 主に市町村圏域において、生活困窮者自立相談支援機関等の関係機関
が協働して、複合化した地域生活課題を解決するための体制

３．地域福祉計画の充実
○ 市町村が地域福祉計画を策定するよう努めるとともに、福祉の各分野
における共通事項を定め、上位計画として位置づける。

改正社会福祉法の概要



包括的な支援体制のイメージ①



包括的な支援体制のイメージ②





  

 

 

 

 

 

地域福祉懇談会報告書 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月 

健康福祉部地域福祉課 

 

  

資料１ 



平成２９年度地域福祉懇談会（物集女地区）報告書 

 

１ 開催趣旨 

地域福祉計画に基づき、自治会や福祉活動団体など、地域でのそれぞれの活動や課題を

知り、情報交換し合える場とするため、地域福祉をテーマに意見交換を行う。 

 地域福祉計画では、４４ページ、基本目標２「地域福祉活動を推進する仕組みの強化」、

（３）地域福祉活動団体と行政の横のつながりの強化、①地域福祉活動団体等の連携の支

援に掲載されている。また、ふるさと創生計画にも掲載があり、３１年度までに８回の開

催を目指している。 

 

２ テーマ及び開催地区 

「地域防災」をテーマに物集女地区で開催する 

 

３ 開催方法・参加者の募集 

各自治会の単位で開催し、年齢制限等の参加するにあたっての縛りは設けず、広く参加

者を募集する 

（１）自治会の回覧板でチラシを回覧してもらう 

（２）協力団体に案内を配布し、参加を依頼する 

（３）今回は物集女地区のみでの開催になるので、ホームページなどへの掲載は行わない 

 

４ 開催日時 

  平成３０年２月２４日（土）午前１０時から午前１１時４５分まで 

 

５ 場所 

  物集女公民館 ２階 大会議室 

 

６ 参加者 

  ２３名 

  物集女町自治連合会長、市職員５名、社協職員１名 

 

７ 内 容 

（１）開会 

（２）あいさつ（地域福祉課長・物集女町自治連合会長） 

（３）講演「災害時に地域で支え合うために」（防災安全課 岩尾主査・橋田主査） 

（４）グループワーク「災害に備えて～地域での支え合い～」 

（５）閉会 

 



８ グループワーク【地域でできること（災害に備えてできること、具体的にやってみたい

こと）】において参加者から出た意見（詳細については別紙参照） 

・イベントと防災訓練を結びつけて参加者を増やす 

・自治会で定期的に避難訓練を行う 

・市民参画型の避難訓練を行い、事前に医師や看護師などプロの方にも協力を依頼する 

・防災用の器具用具備品等を備える 

・日頃から近隣で災害時の要配慮者を把握する 

・普段から仲良くし、助け合う 

・日頃から挨拶を行うなど心がけ、いざというときに助けてもらいやすい環境を作る 

・「無事です」プレートを作成し災害時各戸に掲示する 



別紙 「地域でできること」の模造紙に記載があったこと 

 

Ｆ班 Ｅ班 Ｄ班 

Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 

 

前方 

 

Ａ班 ①災害に備えてできること 

   ベスト３ １ 避難場所の確認 

          避難場所を知る 

          自分の住んでいるところはどこへ避難したら良いか。経路も含めて 

        ２ 井戸など有る所 

          防災グッズを備える 

          地域住民の日頃のコミュニケーション 

      ３ 自分の周りに年寄りとか、子どもがいる家の確認 

        隣人はどんな人が住んでいるか知る、例えば、年齢・家族・職業 

        家人との連絡の取り方 

        たよって行ける人や行き先を相談しておく 

        防災に対する意識の向上できる仕組みを作る（住民全員） 

   ②これから具体的にやってみたいこと 

    防災についての日頃の活動（教育）（広報） 

    イベント 人集め 

    食糧を作る 

    火災 

 

Ｂ班 ①災害に備えてできること 

   ベスト３ １ 防災用具を備える 

          避難用具の設置（２階ベランダ、ロープ） 

          避難用具 

          （高齢者）搬送具を使用できるようにする 

          消化器の設置 

          防災訓練と消化器の設置 

        ２ 自治会で避難訓練を定期的に行い教諭する 

          災害研修を地域でする 

          ＜声かけ＞そのために日々のつながりを深める 

          自助の範囲を明確にする（各家での取決め） 

      ３ 地域町内地図作成 

        避難経路を決める 

災害弱者を常に知っておく 

   ②これから具体的にやってみたいこと （記入なし） 



Ｃ班 ①災害に備えてできること 町内の住人、声をかける 

                町内での人数年齢を知り覚えておく（病人など） 

   ベスト３ １ 近所の方と連絡をとりあう 

        ２ 道路整備 

      ３ たすけあい！ 

   ②これから具体的にやってみたいこと 仲良くする！ 

                     危険場所を知っておく 

 

 

Ｄ班 ①災害に備えてできること 自助、近助、共助、公助 

                災害対応の備品を！！ 

   ベスト３ １ 日頃からご近所への挨拶を心がける事が助け合うコミュニケーションの向上になる 

        ２ 日頃から親しみを込めたお付き合いをする 

        ３ 日頃から町内で適当なグループ分けを考え行動する 

   ②これから具体的にやってみたいこと 道路環境をよくしておくこと！！ 

 

 

Ｅ班 ①災害に備えてできること 

   ベスト３ １ 「無事です」のプレートを配布し平常より玄関にかける（決めた日に） 

        ２ 普段よりコミュニケーションを取る あいさつから！ 

        ３ 町内での備蓄 

   ②これから具体的にやってみたいこと 市の方でプレートを作成 各戸に配布してほしい 

 

 

Ｆ班 ①災害に備えてできること 災害時における（各自の備え）の広報誌の配布（たくさん） 

                個々でできることをもっと広報（住民に）を出す 

                避難所の家族間で事前に決めておく 

   ベスト３ １ 災害に備えて各自が最低限の備蓄を行う 

        ２ 家族間で日頃から避難場所と避難ルート、方法を決めておく 

      ３ 町内の要援護者を町内で認識しておく 

        地域（町内）のつながり 顔を知っておく 声かけ 

   ②これから具体的にやってみたいこと 参画型の訓練 

                     避難訓練 

                     地域で災害時の持ち出しを持ち寄る機会をつくり確認する 

                     地域の専門家を登録して助け合えるようにしておく 

                     死者を一人も出さない地域づくりを目標に掲げた町づくり 

                     要援護者マップをつくる 



保育、手話通訳、要約筆記を設置します 

※保育、手話通訳、要約筆記は事前に申し込みが必要です 
２月１３日（火）までに向日市健康福祉部地域福祉課へ 
お申し込みください 

ＴＥＬ ９３１－１１１１（内線３４６） 
ＦＡＸ ９３５－１３４６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

テーマは地域防災    
市では、地域福祉（＝地域での支え合い）を進めるための取り組みを定めた 

「地域福祉計画」を作成しています。計画を進めるため、ご近所でどんな 

 不安や困りごとがあるか、何ができるのかを話し合う懇談会を開催します。 

 今回は地域防災をキーワードに、地域での支え合いについて考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時 ： 平成３０年２月２４日（土） 

      午前１０時～正午 

場  所 ： 物集女公民館 大会議室 

対 象 者 ： 向日市内（主に物集女地区）にお住まいの方など 

内  容 ： ①講座「災害時に地域で支え合うために」 

       講師：向日市市民生活部防災安全課職員 

      ②グループワーク「災害にそなえて～地域での支え合い～」 

       グループに分かれ、日頃感じていることや 

地域の課題などについての意見交換 

～参加申込みは不要です お気軽にご参加ください～ 

回覧 



①災害に備えてできること

【ベスト３】
　①の中からベスト３を決めましょう！

②これから具体的にやってみたいこと
　ベスト３実現のために、
　できること、やってみようと思うことを考えてみましょう。

地域でできること

① ② ③
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むこう

向日市子育てコンシェルジュ事業
について

向日市健康福祉部健康推進課
（子育てコンシェルジュ担当）

主任保健師 前田真弓

H30.3.27 向日市地域福祉計画推進委員会

2018/3/27

１ 向日市の概要

・総人口 ５６，４１３人
・高齢化率 ２６．4％
・出生数 ４６７人

・自然動態 出生４６７ 死亡５１０
・社会動態 転入3,180 転出1,961

（向日市人口統計情報 平成29年4月1日現在）

・妊娠届出数（H28年度） 550人（うち、転入８１人）

2018/3/27
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２ 子育てコンシェルジュ推進事業 (Ｈ２８.４～)

○子育てコンシェルジュ
・妊娠期から子育て期に渡るまでの「ワンストップ窓口」として、専任保健師
を配置し、妊婦や転入児の保護者の面接・相談を行い、地域の子育て情報等
の提供を行う。

・全ての妊婦にアセスメントを行い、要支援者に個別支援プランを作成、支援
が必要な方には関係機関と連携しながら継続支援を行う。

○産前・産後サポート事業
（助産師による家庭訪問・電話相談・プレママサロン）

○養育支援訪問（家事育児支援訪問）

○設置：市役所内健康推進課、母子保健型、専任保健師。

支援事業もセットで立ち上げました！

2018/3/27

３ 子育てコンシェルジュ事業のしくみ

妊婦面接

妊婦記録票作成・台帳作成

支 援（サロン・家庭訪問・電話相談）

出生届（面接） 新生児・乳児訪問

アセスメント会議
（要支援者の支援プラン作成）

妊
娠
期

乳
児
期

１～２週間後

転入
含む

転
入
児

転入届（面接）

予防接種確認
母子保健事業

2018/3/27
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４ コンシェルジュ相談室

安心感

丁寧な面談

2018/3/27

５ 妊婦・子育て世代の様子（一例）
○妊婦
・就労している人約６割 ・仕事の継続の相談
・未入籍 ・ｽﾃｯﾌﾟﾌｧﾐﾘｰ
・高齢出産（35歳以上が約3分の1） ・実家が遠方
・経済不安がある ・精神疾患がある

○乳幼児の保護者
・地域と疎遠（勤労妊婦・転入者・人付き合いが苦手・外国人）
・育児情報をインターネットで調べることが多い
・便利な育児用品・おしゃれな子供服

2018/3/27
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６ こんしぇるじゅまっぷ（表紙・裏表紙）

「向日市
おでかけ
情報」

Point：
おうちの
ちかく

「子育て応援
サービス」

・コンシェルジュ
・子育てセンター
・家庭児童相談室
・ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
・一時保育

2018/3/27

７ まっぷ（左；表紙内側 全体情報、 右；別紙 エリア別情報）

「向日市
全体まっぷ」

・保健センター
・子育てｾﾝﾀｰ
・小学校
・保育園
・幼稚園

小学校区で
色付け

「エリア情報」
（手書き地図）

・子育てセンター
・保育園
・幼稚園
・公民館
・ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ
・近くの公園

2018/3/27
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８ まっぷ（エリア別 地域支援情報）

「おうちのちかく
おでかけスポット」

子育てセンター・
保育園・幼稚園・
図書館・社協の

・子育てイベント情報
・場所
・問い合わせ連絡先

2018/3/27

９ 新規事業実績 （H28年度）

○子育てコンシェルジュ事業 相談件数 １,０２３人
届出時面談 その他の面談 電話相談

妊婦（全妊婦550人） ５０４人 ３２人 ６４人
転入児 ３２１人 － ４６人
その他の乳幼児 － １９人 ３７人

電話相談 家庭訪問
１７５人
うち妊婦１５７
うち産婦１８

３８人
うち妊婦１６
うち産婦２０

○産前・産後サポート事業 相談件数 ２１３人

○プレママ・サロン事業 参加者 ９１人
実施回数 参加妊婦数 配偶者等
１２回 ７９人 １４人

2018/3/27
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１０ その他に行ったこと

様式作成
Ｈ28年度 Ｈ29年度
・記録様式、支援台帳（データ管理用・紙） ・マニュアル作成
・パートナー支援対象者名簿、医療連携一覧等 ・様式類見直し作成

周知
・新聞報道 ・赤ちゃん訪問時
・関係機関へポスター掲示と紹介カード持込み マップ配布説明
・コンシェルジュ紹介カード全妊婦配布 ・シンポジウム発表
・近隣の産科８箇所へコンシェルジュ紹介訪問 ・BP時の紹介と相談

情報提供
ﾂｰﾙの作成

・子育てコンシェルジュマップ作成会議 ・体重増加等健康ﾁｪｯｸ表
・子育てコンシェルジュマップ作成 ・20週支援レター作成

・マップ情報更新

ネットワーク
づくり

・ﾊﾟｰﾄﾅｰ支援会議、研修会 ・推進会議は子育て支
・子育てコンシェルジュ事業推進会議 援課主催会議に移行
（子育て支援課・子育てセンター・支援拠点・ファミサポ） ・主任児童委員の会議で

事業紹介・顔合わせ

2018/3/27

１１ 実践して感じたこと
（１）切れ目ない支援体制の構築が必要

（２）保健・医療・福祉・地域拠点と連携の強化が支援の
向上につながる

（３）産後うつや孤立した育児、ハイリスク者に対する
支援が虐待予防につながる

（４）妊産婦の現状把握することで市の課題が明確になった

2018/3/27
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人との連携
なるべく顔の見える連携

１２ 関係機関との連携
情報共有・支援

家庭児童相談室
保健師・助産師
・管理栄養士

訪問委託助産師

＜他課＞
子育て支援課
医療保険課
地域福祉課
障害者支援課
市民課
市民参画課

保健所＜健康推進課＞ 医療機関

他市町村

子育て
コンシェルジュ

子育て
コンシェルジュ

子育てセンター
子育てサークル

社会福祉協議会 支援拠点
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
保育園・幼稚園

主任児童委員
民生児童委員

自治会

子育てをする地域
2018/3/27

１３ 所感（よかったこと）

• 専任保健師なので、ケース連絡・ケース対応がしやすかった。

• 情報提供担当が分かりやすくなり、他の関係機関と連携がスムーズに
なった。

• 保健師が、母子保健事業で妊婦さんを意識するようになった。

• 保健師間でも妊産婦の連携がとりやすくなった。

2018/3/27
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１４ 課題

•要支援者により支援がいきわたる体制づくり
•特定妊婦・ハイリスク妊婦に対する支援
•業務のマニュアル化
•システム・台帳・記録のさらなる効率化
•地域ぐるみで子育てをする基盤づくり

ご清聴ありがとうございました。

2018/3/27
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１ 本進行表は、第２期向日市地域福祉計画（前期計

画）の「施策の体系」に合わせて構成しています。 

 

２ 事業概要及び実績は、平成２９年度の内容を元に

記入していますが、年度途中での公表が困難なもの

は、前年度のものを記入しています。 

 

３ 進捗状況欄の記号の説明は、次のとおりです。 

「済」…計画が完了  
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取組の方向性 施策・事業 具体的な取り組み 連番
所
管

課 事業概要及び実績（平成28年度）
進捗
状況

事業概要及び実績（平成29年度）
進捗
状況

第４章　地域福祉推進の取組み

１ 地域での支え合い推進

1-1

地
域
福
祉

課

●「広報むこう」及びホームページによる情報発信
概要：生活保護制度・民生児童委員制度の案内の他、福祉会
館、ゆめパレアむこうといった住民に身近な施設の情報発信を
行った。また、臨時福祉給付金の申請を促進するため、わかり
やすい紙面づくりに努めた。

Ｂ

●「広報むこう」及びホームページによる情報発信
概要：生活保護制度・民生児童委員制度の案内の他、福祉会
館、ゆめパレアむこうといった住民に身近な施設の情報発信を
行った。また、臨時福祉給付金の申請を促進するため、わかり
やすい紙面づくりに努めた。

Ｂ

1-2

広
報
・
ふ
る
さ
と
創
生
課

●「広報むこう」の発行
概要：Ａ４版のフルカラー冊子にリニューアルを行い、巻頭特
集などのコーナーを新設し、市内の全世帯および事業所を対象
に、市の事業、施策の説明、くらしの情報や催しの案内などを
お知らせした。
実績：発行回数16回
　　（月２回／４～７月、月１回／８～３月　約24,400部発
行）

●ホームページ・フェイスブックの開設
概要：市政情報やまちの話題、イベント等を掲載し、市に関心
を持ってもらえるよう情報を発信した。
実績：ホームページ月間平均アクセス数（約40,000件）
　　　フェイスブックのフォロー者数（496人：３月９日現在）

Ｂ

●「広報むこう」の発行
概要：市のさまざまな情報を伝えるため、市内の全世帯および
事業所を対象に、広報むこう（A4版フルカラー）を発行し、市
の事業、施策の説明、くらしの情報や催しの案内などをお知ら
せした。
実績：発行回数12回　1回あたり約24,800部発行）

●ホームページ・フェイスブック・LINEの運用
概要：市政情報やまちの話題、イベント等を掲載し、市に関心
を持ってもらえるよう情報を発信した。
実績：ホームページ月間平均アクセス数約50,000件、フェイス
ブックのフォロー者数597人（1月31日現在）、LINEのお友達数
954人（1月31日現在）

Ｂ

●生涯学習に関する情
報提供

・「生涯学習情報」を発刊し、福祉をはじめ、趣
味、健康、教養などジャンル別の研修会や講座開
催の情報発信に取り組みます。

2

生
涯
学
習
課

●生涯学習情報紙の発行
概要:生涯学習関連事業を広報するため、生涯学習情報（前・後
期）及び子ども向けの夏休み特集の情報紙を計３回発行。
実績:①生涯学習情報（前期・後期２回）
　　　・発行部数　　各450部
　　　・配布機関数　43
　　 ②夏休み特集
　　　・発行部数　　5,690部
　　　・配布機関数  28

Ｂ

●生涯学習情報紙の発行
概要:生涯学習関連事業を広報するため、生涯学習情報（前・後
期）及び子ども向けの夏休み特集の情報紙を計３回発行。
実績:①生涯学習情報（前期・後期２回）
　　　・発行部数　　各450部
　　　・配布機関数　43
　　 ②夏休み特集
　　　・発行部数　　5,990部
　　　・配布機関数　29

Ｂ

●講演会等の開催支援 ・イベントを通じて地域の福祉団体等によるＰＲ
をはじめ、福祉講演会や各種講座・研修会などの
開催を支援します。【市社協との連携】

3

地
域
福
祉
課

●「福祉とボランティア」出前教室の開催（社協）
概要：市内の小・中学校、高等学校や団体等が主催する福祉学
習等に対して、本会が障がい者団体やボランティア団体等と連
携して支援した。
実績：調整件数　29件

Ｂ

●福祉教育・ボランティア学習プログラム（社協）
概要：市内の小・中学校、高等学校や団体等が主催する福祉学
習等に対して、本会が障がい者団体やボランティア団体等と連
携して支援した。
実績：調整件数　11件（累計35の個人・団体が講師として授業
を実施）

Ｂ

②自治会への加入促進

・加入率が低下してい
る要因や自治会に対す
る市民のニーズの把握
に努めながら、自治会
への加入を促進する効
果的なＰＲ方法につい
て検討をしていきま
す。

●自治会への加入促進 ・自治会への加入促進について、広報むこうや
ホームページ等で啓発を図るとともに、転入届等
の手続きの際に、自治会加入案内等のチラシを配
布するなどの取組みを行います。

4

市
民
参
画
課

●自治会加入促進
概要：地域とのつながりを大切にし、明るい住みよい安心・安
全な地域づくりのため、市ホームページにおいて、自治会への
加入を呼びかけるとともに、向日市への転入者に対して、自治
会加入案内のチラシを配布した。

Ｃ

●自治会加入促進
概要：市ホームページにおいて、自治会への加入を呼びかける
とともに、向日市への転入者に対し、地域とのつながりの大切
さを伝え、自治会への加入を促すチラシを配布した。

Ｃ

●地域健康塾の実施 ・高齢者が地域で気軽に健康づくりに取り組むこ
とのできるよう、公民館やコミュニティセンター
などで地域健康塾を実施し、参加者同士の交流を
促進します。 5

高
齢
介
護
課

●地域健康塾の開催
概要：高齢者が身近な公共施設で、月３～８回程度、交流を図
りながら健康づくりをする介護予防事業「地域健康塾」を実施
した。
実績：延べ参加者数9,500人、実参加者数470人、実施回数590回
　　（平成28年度末見込数）

Ｂ

●地域健康塾の開催
概要：高齢者が身近な公共施設で、月３～８回程度、交流を図
りながら健康づくりをする介護予防事業「地域健康塾」を実施
した。
実績：延べ参加者数9,912人、実参加者数504人、実施回数541回
　　（平成29年度末見込数）

Ｂ

6-1

地
域
福
祉
課

●「絵本のよみきかせ」の開催支援
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が主催しており、保健セ
ンターで実施している健康相談に来られる親子を対象に、待ち
時間を利用して絵本のよみきかせ等を行い、交流を深める支援
を行った。
実績：開催回数年4回
　　　参加人数（延べ）大人119人、子ども109人

Ｂ

●「絵本のよみきかせ」の開催支援
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が主催しており、保健セ
ンターで実施している健康相談に来られる親子を対象に、待ち
時間を利用して絵本のよみきかせ等を行い、交流を深める支援
を行った。
実績：開催回数年4回
　　　参加人数（延べ）大人100人、子ども102人

Ｂ

第２期計画（前期計画）

①地域の魅力等の広
報・ＰＲの推進

・転入者や若年世帯な
ど、近所づきあいや地
域と関わりの少ない市
民が、地域に関心をも
ちやすいように、地域
の魅力等の広報・ＰＲ
を進めます。

（１）地域とつながる
きっかけ・顔が見える
関係づくり

③地域の居場所・集い
の場づくり

・地域の人たちが誰で
も気軽に集まり、交流
できる場や機会の充実
を支援します。

・身近な地域の中で高
齢者や子ども、障がい
がある人など、誰もが
参加したくなるような
交流の場づくりを進め
ます。

●広報・ホームページ
等による情報提供

●子育て世帯の集いの
場づくり

・子育て世帯が集まり、相互交流が行える地域子
育て支援拠点や、子育てについての相談や情報提
供、助言を行う利用者支援事業など内容の充実に
努めます。

・地域の公園や公民館等に出向き、地域の親子が
交流できる集いの場を提供します。

・地域の特徴や魅力、各地域の祭りや行事などに
ついて広報むこう・ホームページ等を活用し、向
日市を「ふるさと」として愛着と誇りを深められ
るように情報を発信します。

・地域に関心を持っていただけるように工夫をし
ながらＰＲをしていきます。

1 ページ



取組の方向性 施策・事業 具体的な取り組み 連番
所
管

課 事業概要及び実績（平成28年度）
進捗
状況

事業概要及び実績（平成29年度）
進捗
状況

第２期計画（前期計画）

6-2

子
育
て
支
援
課

●子育てハンドブック
概要：妊娠期から子育て期、就学期までの各種手続きや手当等
の情報をガイドブックとして作成した。
実績：700部発行。
●子育て情報誌
概要：子育て支援センターの開設日や講座や親子あそびなどの
行事カレンダーを広く子育て世帯（特に乳児がいる家庭）を対
象に、毎月情報誌として400部発行。
●子育て支援拠点事業
概要：子育て中の親子が気軽に行ける身近な場所に、交流や相
談ができる拠点を整備することにより、広く子育て不安の解消
や仲間づくりを支援した。
●ファミリーサポートセンター
概要：子育てにサポートの必要を感じたときに、サポートを受
けたい人(依頼会員）とサポートをしてあげたい人（援助会員）
をセンターが繋ぎ、地域の中で子育てを支え合っていく制度。
実績：登録会員数　援助会員151人、依頼会員517人、両方会員
24人
      合計692人（平成29年２月末現在）

Ｂ

●利用者支援事業（基本型）子育て世帯にとっての身近な場所
で、幼稚園・保育園や子育て支援事業についての情報提供及び
相談・助言を行うとともに、関係機関との連絡調整等を実施し
た。
実績：すくすくガイド「むこうし保育園・幼稚園入園情報」
（改訂版）1,000部発行
●子育てガイドブック
概要：妊娠期から子育て期、就学期までの各種手続きや手当等
の情報をガイドブックとして作成した。
実績：700部発行。
●子育て情報誌
概要：子育て支援センターの開設日や講座や親子あそびなどの
行事カレンダーを広く子育て世帯（特に乳児がいる家庭）を対
象に、毎月情報誌として400部発行。
●子育て支援拠点事業
概要：子育て中の親子が気軽に行ける身近な場所に、交流や相
談ができる拠点を整備することにより、広く子育て不安の解消
や仲間づくりを支援した。
（H28…5カ所　　H29…7カ所）
●ファミリーサポートセンター
概要：子育てにサポートの必要を感じたときに、サポートを受
けたい人(依頼会員）とサポートをしてあげたい人（援助会員）
をセンターが繋ぎ、地域の中で子育てを支え合っていく制度。
実績：登録会員数　援助会員155人、依頼会員512人、両方会員
28人合計695人（平成30年2月末現在）
●こども食堂
概要：母子会などの任意団体が、ひとり親家庭や孤食のこども
たちの居場所づくりを目的として、フードバンクや学生ボラン
ティアの協力のもと実施しているこども食堂の運営について支
援した。

Ｂ

7-1

高
齢
介
護

課

地域包括支援センターが中心となり市内の介護サービス事業所
等と出前講座などを通じて交流を図り、地域との連携に関する
啓発を行った。また、地域密着型サービス事業所が地域住民と
の交流のための取組を実施した。

Ｂ

地域包括支援センターが中心となり市内の介護サービス事業所
等と出前講座などを通じて交流を図り、地域との連携に関する
啓発を行った。また、地域密着型サービス事業所が地域住民と
の交流のための取組を実施した。

Ｂ

7-2

障
が
い
者
支
援
課

●「スポーツのつどい」の開催
概要：障がいがある人・ない人が参加し、各種競技や福祉バ
ザー等を通して交流した。
日時：平成28年10月22日　場所：向日市民体育館　参加者数：
約220人
●「みんなのつどい」の開催
概要：障がい者団体やガールスカウトの協力のもと、手話コー
ラスとミニ手話教室を発表した。
日時：平成28年11月19日　場所：「向日市まつりステージ」
●子ども料理体験教室
概要：障がいのある・なしに関係なく参加できる、料理教室を
開催した。
日時：平成28年12月17日　場所：向日市保健センター
参加者数：障がいのある児童とその保護者…２組
　　　　　障がいのない児童とその保護者…３組

Ａ

●「スポーツのつどい」の開催
概要：障がいがある人・ない人が参加し、各種競技や福祉バ
ザー等を通して交流した。
日時：平成29年10月21日　場所：向日市民体育館　参加者数：
約220人
●子ども交流体験事業「あそびの広場」
概要：障がいのある・なしに関係なく参加できるあそびのブー
スやクラフトコーナー、ミニ手話コーナーを開催した。
日時：平成29年12月16日　場所：向日市保健センター
参加者数：障がいのある児童とその保護者…２組
　　　　　障がいのない児童とその保護者…１４組
●啓発クリアファイルの作成・配布
概要：簡単な手話単語をプリントしたクリアファイルを作成
し、市内の学校に配布する。

Ａ

7-3

子
育
て
支
援

課

●保育施設における地域開放日の情報提供等
あひるが丘保育園、アスク向日保育園、さくらキッズ保育園、
第２保育所、第５保育所、第６保育所で園庭開放、施設開放を
毎月実施し、広報誌やホームページで情報提供している。

Ｂ

●保育施設における地域開放日の情報提供等
あひるが丘保育園、アスク向日保育園、さくらキッズ保育園、
華月つばさ保育園、第２保育所、第５保育所、第６保育所で園
庭開放、施設開放を毎月実施し、広報誌やホームページで情報
提供している。

Ｂ

●ふれあいサロンへの
支援

・公民館や集会所などを拠点として開催されてい
る「ふれあいサロン」は、高齢者の生きがいと介
護予防（健康づくり）などのために、参加者同士
で企画・運営し、茶話会やレクリエーション等を
行います。今後も地域住民による主体的な活動が
活発になるよう支援します。【市社協との連携】

8

地
域
福
祉
課

●地域ふれあいのまち推進事業
概要：健康・いきがいづくりの推進につながる事業を行ってい
る団体に補助金を支出した。
実績：①地域配食（会食）活動　　　　延べ3,000人　550,000
千円
　　　②ふれあいサロン活動推進事業　延べ38団体　 750,000
千円

●ふれあいサロン活動助成金の交付（社協）
概要：本会に登録するふれあいサロン団体を支援するために助
成金の申請を受付け活動助成金を交付した。
実績：前期19団体（助成金総額293,883円）

Ｂ

●地域ふれあいのまち推進事業
概要：健康・いきがいづくりの推進につながる事業を行ってい
る団体に補助金を支出し、地域福祉活動を促進した。
実績：①地域配食（会食）活動　　　　補助額550,000千円
　　　②ふれあいサロン活動推進事業　補助額750,000千円

●ふれあいサロン活動助成金の交付（社協）
概要：ふれあいサロン団体を支援するために助成金の申請を受
付け活動助成金を交付した。
実績：前期19団体（助成金総額299,602円）

Ｂ

●井戸端会議の開催支
援

・より多くの人が地域に関心を持っていただける
よう、向日市民生児童委員連絡協議会の活動内容
についての情報提供や会場の確保などの支援に努
めます。 9

地
域
福
祉
課

●「井戸端会議」の開催支援
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が主催する当該会議につ
いて、地域住民が顔馴染みとなって「つながり」を持つことが
できるよう、必要な支援を行った。
実績：開催回数19回
　　　延べ参加人数411人

Ａ

●「井戸端会議」の開催支援
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が主催する当該会議につ
いて、地域住民が顔馴染みとなって「つながり」を持つことが
できるよう、必要な支援を行った。
実績：開催回数15回
　　　延べ参加人数431人

Ｂ

①地域における情報交
換・意見交換の場の充
実

・地域の課題だけでな
く、地域の魅力につい
ても、住民同士で気軽

（２）見守り・支え合
い活動の推進

●福祉施設の地域への
開放や地域住民との交
流促進

・老人福祉施設、障がい者施設などをはじめとし
た福祉施設と地域との交流や連携を深めるため、
施設利用者や職員の地域行事への参加をはじめ、
施設での行事等に地域住民が参加するなど、施設
と地域との相互交流の促進について市として協力
を呼びかけます。
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●ふれあいサロンへの
支援

・身近な地域で交流できる場「ふれあいサロン」
の充実・推進に取り組みます。【市社協との連
携】

10

地
域
福
祉
課

●地域ふれあいのまち推進事業【再掲】
概要：健康・いきがいづくりの推進につながる事業を行ってい
る団体に補助金を支出し、地域福祉活動を促進した。
実績：①地域配食（会食）活動　　　　延べ3,000人　550,000
千円
　　　②ふれあいサロン活動推進事業　延べ38団体　 750,000
千円

●ふれあいサロン活動推進会議の開催（社協）
概要：世話人同士で運営方法や活動内容について意見交換を行
い、新たな気づきを得ることでふれあいサロンの活性化を図
る。
参加者数：サロン活動者30人（17団体）

Ｂ

●地域ふれあいのまち推進事業【再掲】
概要：健康・いきがいづくりの推進につながる事業を行ってい
る団体に補助金を支出し、地域福祉活動を促進した。
実績：①地域配食（会食）活動　　　　補助額550,000千円
　　　②ふれあいサロン活動推進事業　補助額750,000千円

●ふれあいサロン活動推進会議の開催（社協）
概要：世話人同士で運営方法や活動内容について意見交換を行
い、新たな気づきを得ることでふれあいサロンの活性化を図
る。
参加者数：サロン活動者22人（13団体）

Ｂ

●訪問活動等による見
守り支援

・地域包括支援センターによる訪問などにより、
個々の事情に応じた相談を行うとともに必要とさ
れる福祉サービスに結びつけることで、高齢者等
を適切に見守り、支援につなげます。

11

高
齢
介
護
課

●地域包括支援センターの設置
概要：地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必
要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増
進を包括的に支援することを目的とした地域包括支援センター
を３か所設置し、その運営を（福）向日市社会福祉協議会、
（福）向陽福祉会、（医）回生会に委託した。
実績：相談件数8,000件、ケアプラン作成数3,700件
     （平成28年度末見込数）

Ｂ

●地域包括支援センターの設置
概要：地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必
要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増
進を包括的に支援することを目的とした地域包括支援センター
を３か所設置し、その運営を（福）向日市社会福祉協議会、
（福）向陽福祉会、（医）回生会に委託した。また、地域包括
ケアシステム推進の中心となる地域包括支援センターでの相談
事業や、介護予防ケアマネジメント体制を強化させ、地域包括
支援センターが担う役割を充実させるよう、地域包括支援セン
ターの職員体制を3人から4人へ増員した。
実績：相談件数10,000件、ケアプラン作成数4,000件
     （平成29年度末見込数）

Ｂ

●高齢者見守りネット
ワークの充実

・高齢者の異変を早期に発見し、必要な支援を行
う「高齢者見守りネットワーク」の構築を進めま
す。

・地域包括支援センターを中心として、民生委
員・児童委員、地区社会福祉協議会、老人クラブ
やボランティア団体などとの連携を強化します。

・隣近所等による見守りと合わせて、郵便や宅配
等の民間事業者の協力を得ながら多層的な見守り
体制を構築し、今後さらに協力していただける民
間事業者を増やしていく取組みを行います。

12

高
齢
介
護
課

●高齢者見守りネットワークの構築
概要：市、事業者その他の者が連携し、及び協働しつつ、何ら
かの支援を必要としている高齢者を早期に発見して必要な支援
を行う高齢者見守りネットワークの構築に取り組んだ。
実績：協力事業者数10箇所

Ｂ

●高齢者見守りネットワークの構築
概要：市、事業者その他の者が連携し、及び協働しつつ、何ら
かの支援を必要としている高齢者を早期に発見して必要な支援
を行う高齢者見守りネットワークの構築に取り組んだ。
実績：協力事業者数10箇所

Ｂ

●児童虐待通告窓口の
周知

・児童虐待を受けたと思われる児童を発見した場
合の近隣者からの通告窓口
（市及び児童相談所）について、広報等周知に努
めます。

13

子
育
て
支

援
課

●通報窓口の周知啓発等
概要：児童虐待の通告窓口について広く周知した。
実績：広報年１回（児童虐待防止強調月間の11月に実施） Ｂ

●通報窓口の周知啓発等
概要：児童虐待の通告窓口について広く周知した。
実績：広報年１回（児童虐待防止強調月間の11月に実施） Ｂ

●福祉活動の支援 ・自治会単位でのご近所の顔の見える関係を構築
していくために、高齢者世帯のゴミ出しや訪問活
動など必要な支援、見守りを行っておられる地域
サポーター等と連携を図りながら、地域で支え合
う福祉活動を支援します。【市社協との連携】 14

地
域
福
祉
課

●地域サポートセンターむこうの設置（社協）
概要：在宅の引きこもりや認知症の高齢者宅へ週１回訪問し、
お話し相手等の支援をした。
実績：新規利用者数14件　　延べ利用実人数39人
　　　ゴミだし新規０件　　延べ利用実人数12人
●ご近所福祉（ゴミ出し支援）
概要：包括や居宅の専門職からの紹介を受けて、ゴミ出しが困
難な高齢者宅のゴミ出しを地域住民との協力を得て支援した。
実績：調整件数８件

Ｂ

●地域サポートセンターむこうの設置（社協）
概要：在宅の引きこもりや認知症の高齢者宅へ週１回訪問し、
お話し相手等の支援をした。
実績：新規利用者数4件　　利用実人数19人
　　　ゴミだし新規4件　　利用実人数8人
●ご近所福祉（ゴミ出し支援）
概要：包括や居宅の専門職からの紹介を受けて、ゴミ出しが困
難な高齢者宅のゴミ出しを地域住民との協力を得て支援した。
実績：調整件数2件

Ｂ

●多様な生活支援サー
ビスの構築

・平成29年４月から実施予定の「介護予防・日常
生活支援総合事業」への移行に伴い、より多様な
生活支援の提供母体として活躍が期待されるボラ
ンティアの活動基盤の充実に向け必要な支援に努
めます。

15

高
齢
介
護
課

●介護予防・日常生活支援総合事業の実施
概要：事業利用者の状態に合ったサービスが利用できるよう、
基準を緩和したサービスと住民主体の生活援助サービスを導入
し、地域で支えあう体制づくりを図った。
※平成29年４月１日から導入予定

Ｂ

●介護予防・日常生活支援総合事業の実施
概要：事業利用者の状態に合ったサービスが利用できるよう、
基準を緩和したサービスと住民主体の生活援助サービスを導入
し、地域で支えあう体制づくりを図った。
実績：緩和型サービス　2事業所　住民主体型サービス　1事業
所

Ｂ

●ご近所福祉活動への
支援

・身近な地域における助け合い活動をさらに活性
化するため、引き続き、困ったときに頼りになる
隣近所を大切にした「ご近所福祉」活動を支援し
ます。【市社協との連携】

16

地
域
福
祉
課

●ご近所福祉懇談会やアクションプランの実施（社協）
実施件数：10件

Ｂ

●ご近所福祉懇談会やアクションプランの実施（社協）
概要：ご近所福祉を推進するために地域住民との懇談や認知
症・災害等のアクションプランに取組む。
実績：21件
＜詳細＞
・懇談会･･･5か所(沢ノ東＜鶏冠井＞、バリオレシェンテ＜寺戸
＞、十ケ坪＜上植野＞、上植野長寿会、鶏冠井町寿クラブ）
・認知症のアクションプラン　5か所
・災害のアクションプラン　11か所

Ｂ

ても、住民同士で気軽
に話をしたり、その情
報交換ができる場を充
実します。

③地域における生活支
援等
・一人暮らし高齢者や
高齢者世帯など、何ら
かの支援が必要
な方を地域で支え合え
る環境づくりに取り組
みます。

②地域における見守り
の促進

・支援を必要とする人
が、地域の中で孤立す
ることなく、いきいき
と暮らしていけるよ
う、地域での見守り体
制の充実を図ります。

・閉じこもりがちな人
の把握に努めながら、
地域で見守る仕組みづ
くりを地域とともに取
り組みます。

3 ページ
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２　地域福祉活動を推進する仕組みの強化

17-1

地
域
福
祉

課

●福祉パレットの発行（社協広報誌）
概要：A4版４ページ２色刷り
年３回自治会を通じて各戸配付。社協事業の案内や福祉に関す
る情報を発信した。
実績：発行回数年3回、約17,700部発行

Ｂ

●福祉パレットの発行（社協広報誌）
概要：A4版４ページ２色刷り
年３回自治会を通じて各戸配付。社協事業の案内や福祉に関す
る情報を発信した。
実績：発行回数年3回、約17,000部発行

Ｂ

17-2

広
報
・
ふ
る
さ
と
創
生
課

●「広報むこう」の発行
概要：Ａ４版のフルカラー冊子にリニューアルを行い、市内の
全世帯および事業所を対象に、市の事業、施策の説明、くらし
の情報や催しの案内などをお知らせした。
実績：発行回数16回
　　（月２回／４～７月、月１回／８～３月　約24,400部発
行）

●ホームページの開設
概要：イベントや教室等を掲載し、最新の情報を提供した。
実績：ホームページ月間平均アクセス数（約40,000件）

Ｂ

●「広報むこう」の発行
概要：市のさまざまな情報を伝えるため、市内の全世帯および
事業所を対象に、広報むこう（A4版フルカラー）を発行し、市
の事業、施策の説明、くらしの情報や催しの案内などをお知ら
せした。
実績：発行回数12回　1回あたり約24,800部発行）

●ホームページの運用
概要：イベントや教室等を掲載し、最新の情報を提供した。
実績：ホームページ月間平均アクセス数（約50,000件）

Ｂ

18-1

地
域
福
祉

課

●「向日市まつり」への参加（向日市民生児童委員連絡協議
会）
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が「向日市まつり」の場
を活用して行う普及啓発活動について、必要な支援を行った。
開催日：平成28年11月20日

Ｂ

●「向日市まつり」への参加（向日市民生児童委員連絡協議
会）
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が「向日市まつり」の場
を活用して行う普及啓発活動について、必要な支援を行った。
開催日：平成29年11月19日

Ｂ

18-2

市
民
参
画
課

●市民協働センター「かけはし」
概要：協働による活力あるまちづくりを推進するため、市民公
益活動を行う団体（NPO法人・ボランティア団体・自治会・町内
会など）や個人を支援し、その活動拠点となる場所を提供す
る。
対象者：市内在住・在勤・在学する個人又は団体であって、市
民公益活動を行い、又は行おうとする者等
実績：登録団体数　51団体
      講座実施回数　「かけはし講座」年１回
      情報誌発行数　「かけはし通信」年１回・700部

●向日市まつりPRブース
概要：地域福祉（ボランティア、子育て支援、民生児童委員、
かけはし、シルバー人材等）に関するパネル展示や活動紹介を
実施する。
対象者：向日市まつり来場者
実績：向日市まつり来場者　５万人

Ｂ

●向日市まつりＰＲブース（相談・展示コーナー）
概要：行政自体、または行政と連携があり地域福祉に関する活
動を行う団体が、その活動をＰＲするための出展場所を提供し
た。
実績：出展数　６団体（ボランティア、子育て支援、民生児童
委員、市民協働センター「かけはし」、シルバー人材セン
ター、フードバンク）

●市民協働センター「かけはし」
概要：向日市まつりＰＲブースにおいて、「かけはし」登録団
体による活動ＰＲを実施した。
実績：参加団体数　８団体

Ｂ

●地域福祉活動に関す
る理解の促進

・社協まつりなどの交流イベントにより、地域福
祉活動への必要性について理解を深め合う取組み
を支援します。【市社協との連携】

・地域で実施する福祉・ボランティア学習の取組
みに出前講座の実施や福祉講演会を催し、福祉を
学ぶきっかけづくりに取り組みます。【市社協と
の連携】
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地
域
福
祉
課

●「社協まつり」への参加（向日市民生児童委員連絡協議会）
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が「社協まつり」の場を
活用して行う普及啓発活動について、必要な支援を行った。
開催日：平成28年11月6日

●「社協まつり」の開催（社協）
概要：福祉会館にて福祉啓発を目的とした交流企画を実施
実績：対象者…向日市民、参加者2,500人

●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施（社協）
概要：災害時に備えた住民との協働を図るための模擬訓練を実
施
実績：対象者…住民、参加者80人

●「イクメンＧＯ」の開催（社協）
概要：子育て啓発、桂川イオンにて父親と子どもが遊べる企画
を実施
実績：対象者…親子、参加者200人

Ｂ

●「社協まつり」への参加（向日市民生児童委員連絡協議会）
概要：向日市民生児童委員連絡協議会が「社協まつり」の場を
活用して行う普及啓発活動について、必要な支援を行った。
開催日：平成29年11月5日

●「社協まつり」の開催（社協）
概要：福祉会館にて福祉啓発を目的とした交流企画を実施
実績：対象者…向日市民、参加者2,500人

●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施（社協）
概要：災害時に備えた住民との協働を図るための模擬訓練を実
施
実績：対象者…住民、参加者102人

●「イクメンＬＩＦＥ」の開催（社協）
概要：子育て啓発、桂川イオンにて父親と子どもが遊べる企画
を実施
実績：対象者…親子、参加者1,200人

Ｂ

20-1

障
が
い
者
支
援
課

●「障害者差別解消法」の普及啓発
①「広報むこう」に普及啓発記事を掲載した。
平成28年４月１日号…同法の概要の紹介記事
平成28年12月１日号…「障害者週間」に合わせた啓発記事
②パンフレットの作成
概要：法の趣旨の普及啓発

●手話言語条例の制定
概要：手話及び手話への理解の普及、さらに、手話の広がりと
ともに障がいへの理解が広がることを目的とした条例を制定。

●「もっと障がい者のことを知ろう」特設コーナー
概要：障がい者理解の普及啓発
日時：平成28年4月１日～17日
場所：向日市立図書館

Ａ

●「障害者差別解消法」の普及啓発
①「広報むこう」に普及啓発記事を掲載した。
平成29年12月号…「障害者週間」に合わせた啓発記事
②パンフレットの配布・設置
概要：法の趣旨の普及啓発を図るパンフレットを民生児童委員
に配布したほか、窓口に設置した。

●手話言語条例に基づく事業
概要：手話及び手話への理解の普及、さらに、手話の広がりと
ともに障がいへの理解が広がることを目的に、手話動画の制作
や啓発を実施。

Ａ

●イベント等の活用

（１）福祉を学び、知
る機会の充実

①地域福祉活動に関す
る啓発・交流の促進

・地域活動に関する情
報の収集、団体や地域
福祉活動に関わる魅力
を発信するとともに、
地域の交流を促進して
いきます。

●人権に対する理解の
促進

・「第2次向日市人権教育・啓発推進計画」及び
「障害者差別解消法」の理念を啓発するととも
に、障がい者等に対する差別や偏見、理解の不
足、誤解などをなくす心のバリアフリー化の推進
に努めます。

②要支援者に対する理
解の促進

・福祉や人権に関する
学習プログラムの充実
を図ります。

・福祉教育への取組み
により、高齢者や障が
いのある人など要支援
者への理解の促進を図
ります。

・広報むこうやホームページにおいて、地域福祉
に関する行事、研修会、講演会などの情報提供を
行います。

●地域福祉に関する情
報提供

・向日市まつりなどの全市的なイベントにおい
て、地域福祉に関するパネル展示やブースを設置
するなど、啓発を行います。

・市民協働センター「かけはし」の登録団体によ
る活動ＰＲなど、行事や講座等を活用し、地域福
祉に関する情報の発信や活動事例の紹介を積極的
に行います。
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市
民
参
画
課

●人権パネル展の開催
概要：向日市民平和と人権のつどいにおいて、障がい者等に対
する差別や偏見、理解の不足、誤解などをなくすため、人権パ
ネル展を開催し、啓発に努めた。
実績：来場者187人 Ｂ

●人権パネル展の開催
概要：障がい者等に対する差別や偏見、理解の不足、誤解など
をなくすため、人権パネル展を開催し、啓発に努めた。また、
当日は要約筆記者や手話通訳者の配置、優先席の設置、映画上
映における副音声等を行い、多様な方々の参加を促した。
実績：平和と人権のつどい
　　　平成29年7月　参加者236人
　　　女と男のいきいきフォーラム
　　　平成29年12月　参加者86人

Ｂ

●小・中学校における
福祉学習

・福祉や人権に関する学習プログラムの取組みに
より、自尊心の向上や思いやりの心を育む学習・
教育の機会の充実を図ります。

21

学
校
教
育
課

●認知症サポーター養成講座の開催
概要：まわりに認知症の人がいたら助けてあげることができる
ようになるため、小中学生を対象に「認知症ってなぁに？」と
いうリーフレットに沿って理解を深める。
実績：各１回（寺戸中学校・勝山中学校１年生、
　　　　　　　向陽小学校・第２向陽小学校４年生）（平成28
年度）
      ※小学校では授業参観時に実施し、保護者等も参加し
た。

●職場体験活動の実施
概要：児童生徒ひとりひとりに豊かな人間性や社会性の育成を
図るため、中学２年生を対象に各事業所で仕事の体験を行う。
実績：市内３中学校の２年全員
　　　※114事業所に分かれ、４日間の職場体験を実施。

Ｂ

●認知症サポーター養成講座の開催
概要：小中学校で、認知症の正しい理解と認知症の方への支援
について、外部講師を迎え、具体的に学んだ。
実績：各１回（勝山中学校１年生、向陽小学校・第２向陽小学
校４年生）（平成29年度）
 ※小学校では授業参観時に実施し、保護者等も参加した。
 ※勝山中では、「見守り訓練」として、地域へ学習した内容の
成果を波及する取組も行った。

●職場体験活動の実施
概要：豊かな人間性や社会性の育成を図るため、中学２年生を
対象に各事業所で仕事の体験を行った。
実績：市内３中学校の２年全員
　　※111事業所に分かれ、４日間程度の職場体験を実施。

Ｂ

●認知症に対する理解
の促進

・地域での理解者や支援者を増やし、認知症に
なっても安心して暮らしていける地域づくりに取
り組むため、認知症サポーター養成講座を引き続
き開催します。

・認知症支援に対する理解を深め、正しい知識を
習得するため、幅広い世代に対して徘徊模擬訓練
への参加を促進します。

・認知症を発症した場合に必要な介護サービスが
適切に受けられるよう、医療や介護サービスの提
供の流れを示した冊子（認知症ケアパス）を配布
しています。
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高
齢
介
護
課

●認知症サポーター養成講座の開催
概要：地域住民、市内の生活関連企業・団体等を対象に、認知
症の方とその家族を支援する認知症サポーターを養成すること
を目的に、認知症サポーター養成講座の開催した。
実績：実施回数30回、養成人数1,000人（平成28年度末見込数）

●認知症ケアパスの作成・配布
概要：認知症の進み具合や状態に応じて、どのような支援が必
要となるかなどをまとめたガイドブック（ケアパス）を作成、
配布した。
実績：1,500部作製、地域包括支援センター等が適宜配布。

Ｂ

●認知症サポーター養成講座の開催
概要：地域住民、市内の生活関連企業・団体等を対象に、認知
症の方とその家族を支援する認知症サポーターを養成すること
を目的に、認知症サポーター養成講座の開催した。
実績：実施回数12回、養成人数775人（平成29年度末見込数）

●徘徊模擬訓練
概要：認知症等で行方不明になるおそれのある市民が安心して
暮らしつづけることができる地域づくりを広域で進めることを
目的に、向日市内での徘徊模擬訓練及び、京都府、乙訓2市1
町、鉄道機関等交通機関も交えた広域捜索模擬訓練を実施
実績：京都府・乙訓広域捜索模擬訓練　10月4日
　　　向日市内地区別徘徊模擬訓練　11月8日・22日

Ａ
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地
域
福
祉
課

●民生児童委員による見守り活動の実施
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

●地域支えあいワークショップの開催（社協）
概要：地域づくり、民生児童委員と連携し、市内の事業所に参
加を呼びかけ、高齢者支援の輪を広げるための意見交換を行
う。３/28実施予定
対象：東向日駅前周辺の事業所
参加事業所：12事業所20人（予定）

Ｂ

●民生児童委員による見守り活動の実施
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

●地域支えあいワークショップの開催（社協）
概要：市内事業所や民生児童委員、関係機関と認知症声掛け訓
練を実施して、認知症の啓発を行った。また事業所の地域貢献
について、意見交換を行なった。
対象：東向日駅前周辺の事業所など
参加事業所：15事業所

Ｂ

23-2

高
齢
介
護
課

●徘徊対策
概要：認知症高齢者の事前登録及び関係機関等との連絡体制を
確立することにより、行方不明となった認知症高齢者を早期発
見し、本人の生命・身体の安全確保と家族の支援を行う見守り
ＳＯＳネットワークの強化を図った。
実績（平成28年度末見込数）：登録者数50人、協力事業者数140

Ｂ

●徘徊対策
概要：認知症高齢者の事前登録及び関係機関等との連絡体制を
確立することにより、行方不明となった認知症高齢者を早期発
見し、本人の生命・身体の安全確保と家族の支援を行う見守り
ＳＯＳネットワークの事務局を平成29年1月に本市へ移行し、
ネットワークの強化を図った。
実績（平成29年度末見込数）：登録者数50人、協力事業者数100

Ｂ

●市民協働センターに
よる取組み

・市民との協働によるまちづくりを推進するた
め、活動支援講座や登録団体の交流やミーティン
グ場所の提供などにより、活動団体間の情報交換
や交流の促進に取り組みます。
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市
民
参
画
課

●市民協働センター「かけはし」
概要：協働による活力あるまちづくりを推進するため、市民公
益活動を行う団体（NPO法人・ボランティア団体・自治会・町内
会など）や個人を支援し、その活動拠点となる場所を提供す
る。
対象者　市内在住・在勤・在学する個人又は団体であって、市
民公益活動を行い、又は行おうとする者等
実績：登録団体数　51団体
      講座実施回数　「かけはし講座」年１回
      情報誌発行数　「かけはし通信」年１回・700部

Ｂ

●市民協働センター「かけはし」
概要：協働による活力あるまちづくりを推進するため、市民公
益活動を行う団体（NPO法人・ボランティア団体・自治会・町内
会など）や個人を支援し、活動場所や印刷機等の機器を提供し
た。また、「かけはし」登録団体による交流会を実施した。
対象者　市内在住・在勤・在学する個人又は団体であって、市
民公益活動を行う、又は行おうとする者等
実績：登録団体数　51団体（平成30年1月31日現在）
　　　活動場所等の提供　年392回（平成29年4月～平成30年1
月）
　　　「かけはし」登録団体による交流会の開催　年2回

Ｂ

●ファミリーサポート
センターの相互援助活
動の推進

・子育てに関し援助を行いたい会員（援助会員）
を養成し、地域での子育ての支援を必要とする会
員（依頼会員）との相互援助活動を推進します。

25

子
育
て
支
援

課

●ファミリーサポートセンター
子育てにサポートの必要を感じたときに、サポートを受けたい
人(依頼会員）とサポートをしてあげたい人（援助会員）をセン
ターが繋ぎ、地域の中で子育てを支え合っていく制度。
実績：登録会員数　援助会員151人、依頼会員517人、両方会員
24人　合計692人（平成29年２月末現在）

Ｂ

●ファミリーサポートセンター
子育てにサポートの必要を感じたときに、サポートを受けたい
人(依頼会員）とサポートをしてあげたい人（援助会員）をセン
ターが繋ぎ、地域の中で子育てを支え合っていく制度。
実績：登録会員数　援助会員155人、依頼会員512人、両方会員
28人　合計695人（平成30年2月末現在）

Ｂ

（２）地域活動・ボラ
ンティア活動の充実

①ボランティアや地域
活動への参加の促進

・市の「市民協働セン
ター」や市社協の「ボ
ランティア活動セン
ター」等により、現在
行われている活動の継
続・発展を支援しま
す。また、市民がボラ
ンティア活動などに気
軽に参加したり、

活動内容を知ることの
できる機会を設けま
す。

・認知症の高齢者の徘徊時など、支援が必要なと
きに迅速に対応できるよう、地域住民による見守
り活動や市社協など関係機関との連携体制の確立
に努めます。【市社協との連携】

●見守り活動の促進

5 ページ
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●ボランティア活動セ
ンターへの支援

・ボランティアや地域活動への参加を促進するた
め、ボランティア活動センターにおける各種講座
の開催などを支援します。【市社協との連携】

26

地
域
福
祉
課

●点訳ボランティア講座の開催（社協）
概要：点訳ボランティアの養成
講師：点訳サークルきつつき
参加者：２人

●災害ボランティア活動研修会の開催（社協）
概要：災害ボランティアの養成
講師：京都府災害ボランティアセンタースタッフ
対象者：市民及び関係者、参加者：64人

●シニアライフの楽しみ方講座の開催（社協）
概要：シニアボランティアの養成
講師：田川雅規さん（あそびの工房　もくもく屋　事務局長）
対象者：市民
※３月25日開催予定

Ｂ

●点訳ボランティア講座の開催（社協）
概要：点訳ボランティアの養成
講師：点訳サークルきつつき
参加者：５人

●音訳ボランティア養成講座（社協）
概要：視覚障がい者への情報提供のための
　　　音訳ボランティアの養成
講師：フリーアナウンサー 音訳指導者 安田知博さん
参加者：２３人

●災害ボランティア活動研修会（社協）
概要：地域での災害への備えについて啓発するために実施
講師：京都大学防災研究所 地震予知研究センター
　　　准教授 片尾浩さん
対象者：市民及び関係者、参加者：50人

●シニアライフの楽しみ方講座（社協）
※3月14日開催予定
概要：「むこうシニア」の楽しみ方講座
講師：田川雅規さん（あそびの工房もくもく屋事務局長）
対象者：市民

Ｂ

●リーダーや担い手の
育成

・講習会や研修会等を通じ、活動の中心的な役割
を担うリーダーの育成を進めます。

・子育て経験や日曜大工、園芸など経験や特技を
生かした活動を担う指導者の発掘や、福祉活動に
関心をもつ市民のスキルアップなどを図り、新た
な担い手の確保を進めます。

27

地
域
福
祉
課

●シルバー人材センター運営助成
概要：60歳以上の高年齢者に臨時的・短期的な仕事を提供し、
生きがいを高め、社会参加を促進するため、向日市シルバー人
材センターへの運営助成を行った。
実績：運営助成等補助金　6,250,000円
　　　会員数　男性294人　女性90人（平成28年8月）

Ｂ

●シルバー人材センター運営助成
概要：60歳以上の高年齢者に臨時的・短期的な仕事を提供し、
生きがいを高め、社会参加を促進するため、向日市シルバー人
材センターへの運営助成を行った。
実績：運営助成等補助金　6,250,000円
　　　会員数　男性275人　女性87人（平成30年1月末）

Ｂ

●ボランティア登録の
促進

・ボランティア活動の裾野を広げるため、様々な
分野のボランティア登録の促進を支援します。
【市社協との連携】

28

地
域
福
祉
課

●向日市社協ボランティアセンター（社協）
登録状況：団体登録19団体
　　　　　個人登録27人

Ｂ

●向日市社協ボランティアセンター（社協）
登録状況：団体登録18団体
　　　　　個人登録29人

Ｂ

29-1

地
域
福
祉
課

●福祉会館会議室等の貸出
概要：ボランティア団体やＮＰＯ等の活動を促進するため、福
祉会館の会議室等を活動の場として有効に活用できるよう支援
した。
実績：大会議室　　309件　10,194人
　　　研修室　　　254件　 5,237人
　　　機能訓練室　320件　 8,254人

●福祉会館内の福祉団体活動拠点（社協）
概要：福祉団体の活動拠点として部屋を貸し出した。
実績：年間延べ貸出件数104件(１月末現在)

●ボランティアルームの利用状況（社協）
概要：ボランティアセンターに登録するグループにボランティ
アルームを貸し出した。
実績：年間延べ貸出件数200件見込み

Ｂ

●福祉会館会議室等の貸出
概要：ボランティア団体やＮＰＯ等の活動を促進するため、福
祉会館の会議室等を活動の場として有効に活用できるよう支援
した。
実績：大会議室　　246件　8,765人
　　　研修室　　　223件　4,580人
　　　機能訓練室　242件　6,807人

●福祉会館内の福祉団体活動拠点（社協）
概要：福祉団体の活動拠点として部屋を貸し出した。
実績：年間延べ貸出件数104件(１月末現在)

●ボランティアルームの利用状況（社協）
概要：ボランティアセンターに登録するグループにボランティ
アルームを貸し出した。
実績：年間延べ貸出件数200件見込み

Ｂ

29-2

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

●サークル活動の実施
概要：センター利用者が、サークルや同好会を作り自主的に活
動
実績：「桜の径」32団体565人
　　　「琴の橋」29団体619人
      サークル・同好会の舞台発表会、作品展、交流会の実施
　　　（９月・10月「桜の径」「琴の橋」にて）

Ｂ

●サークル活動の実施
概要：センター利用者が、サークルや同好会を作り自主的に活
動
実績：「桜の径」34団体625人
　　　「琴の橋」30団体595人
      サークル・同好会の舞台発表会、作品展、交流会の実施
　　　（９月・10月「桜の径」「琴の橋」にて）

Ｂ

29-3

市
民
参
画
課

●コミセン
概要：集会、対話、各種サークル活動及び自治会活動等の自主
的活動の場であるとともに、公民館機能による社会教育の実践
の場としても機能する多目的に利用できる総合施設として設置
され、市民の生活及び文化の向上と市民の連帯によるコミュニ
ティの創造を図ることを目的とする。
対象者：５人以上で組織し、市外居住者が２分の１以内の団体
（ただし、町内会、ＰＴＡ、団体役員会、打合会等は状況によ
り使用可能）
実績：設置数　６館
      登録サークル数 190

Ｃ

●コミセン
概要：市民の生活及び文化の向上と市民の連帯によるコミュニ
ティの創造のため、集会、対話、各種サークル活動及び自治会
活動等の自主的活動の場を提供する。
実績：設置数　６館
　　　登録サークル数　190（平成30年1月31日現在）
　　　利用人数　41,396人（平成30年1月31日現在）

Ｃ

③地域活動拠点の確保

・地域のサロン活動や
ボランティア活動の場
として、身近な地域で
集まることのできる場
所の確保を求める声が
あります。今後もボラ
ンティア活動が円滑に
行われるよう地域活動
拠点の確保に向け支援
を行います。

②地域福祉活動の人材
の発掘

・活動に意欲・関心を
持ちながらも実践に結
びついていない、潜在
的な地域福祉活動の担
い手を掘り起こし、活
動につなげるために、
講習会や研修会等を通
じて活動への参加を呼
びかけます。また、地
域福祉活動の中心的な
役割を担うリーダーや
キーパーソンの発掘な
どに努めます。

・活動場所として、地区公民館・コミュニティセ
ンターに加え、福祉会館内の福祉団体活動拠点を
充実させ、利用しやすい環境づくりに努めます。

・ボランティア団体やＮＰＯ等の活動を促進する
ため、福祉会館の会議室等を活動の場として有効
に活用できるよう支援します。【市社協との連
携】

●地域活動拠点の確保

6 ページ
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管
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状況

事業概要及び実績（平成29年度）
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状況

第２期計画（前期計画）

●地域福祉懇談会の開
催

・各種団体とともに地域課題について話し合う懇
談会の場の充実を支援します。

・小地域福祉活動を推進するため、自治会を単位
とした懇談会を開催し、各種団体と地域福祉を
テーマに意見交換を行います。

30

地
域
福
祉
課

●地域福祉懇談会の開催
概要：地域での課題を共有し、情報交換できる場を支援する。
実績：平成29年度に実施するべく、関係団体と調整を行う。

Ｂ

●地域福祉懇談会の開催
概要：地域での課題を共有し、情報交換できる場を支援する。
実績：2月24日開催（物集女地区）参加者23名

Ｂ

●民生委員・児童委員
活動の支援

・民生委員・児童委員による相談支援活動の充実
を図ります。

・ボランティアセンターに登録している団体など
と連携し情報交換を図ります。

31

地
域
福
祉
課

●向日市民生児童委員連絡協議会
①民生委員・児童委員活動費補助金
概要：民生委員・児童委員による地域福祉活動や研修等の促進
を図るため、同会に補助金を交付した。
実績：　84人　7,781,333円
②地域福祉活動促進事業等補助金
概要：民生委員・児童委員による地域福祉活動事業等の促進を
図るため、同会に補助金を交付した。
実績：1,457,029円
③定例会及び研修会の実施
概要：地域課題や活動状況の共有、相談援助技術の向上を目的
に当該会議を実施した。
実績：定例会５回　研修会４回

Ｂ

●向日市民生児童委員連絡協議会
①民生委員・児童委員活動費補助金
概要：民生委員・児童委員による地域福祉活動や研修等の促進
を図るため、同会に補助金を交付した。
実績：　84人　7,789,000円
②地域福祉活動促進事業等補助金
概要：民生委員・児童委員による地域福祉活動事業等の促進を
図るため、同会に補助金を交付した。
実績：1,771,420円
③定例会及び研修会の実施
概要：地域課題や活動状況の共有、相談援助技術の向上を目的
に当該会議を実施した。
実績：定例会5回　研修会3回

Ｂ

32-1

地
域
福
祉

課

●民生児童委員による見守り活動の実施【再掲】
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

Ｂ

●民生児童委員による見守り活動の実施【再掲】
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

Ｂ

32-2

高
齢
介
護
課

●地域ケア会議の開催
概要：地域包括支援センターが主となり多職種協働のもと、
フォーマルのみならずインフォーマルな資源やサービスも活用
しながら、個別ケースの支援内容の検討を行う地域ケア会議
と、その積み重ねを通し関係者の課題解決能力の向上や地域包
括支援ネットワークを構築するための地域包括ケア会議を実施
した。
実績：地域ケア会議30回、地域包括ケア会議２回
　　　（平成28年度末見込数）

●老人クラブ事業補助
概要：向日市老人クラブ連合会を中心に、スポーツ・レクリ
エーションを通して会員相互の親睦と健康づくりに努めるとと
もに、友愛訪問や公園の清掃などの奉仕活動を老人クラブへの
補助金。クラブ数28、会員数約1,300人
実績：2,631,000円（平成28年度老人クラブ連合会事業補助金見
込額）

Ｂ

●地域ケア会議の開催
概要：地域包括支援センターが主となり多職種協働のもと、
フォーマルのみならずインフォーマルな資源やサービスも活用
しながら、個別ケースの支援内容の検討を行う地域ケア会議
と、その積み重ねを通し関係者の課題解決能力の向上や地域包
括支援ネットワークを構築するための地域包括ケア会議を実施
した。
実績：地域ケア会議20回、地域包括ケア会議２回
　　　（平成29年度末見込数）

●老人クラブ事業補助
概要：向日市老人クラブ連合会を中心に、スポーツ・レクリ
エーションを通して会員相互の親睦と健康づくりに努めるとと
もに、友愛訪問や公園の清掃などの奉仕活動を老人クラブへの
補助金。クラブ数27、会員数約1,210人
実績：2,434,000円（平成29年度老人クラブ連合会事業補助金見
込額）

Ｂ

32-3

老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

●老人クラブ補助
概要：会員相互の親睦と健康作りに努めるとともに、友愛訪問
や公園清掃などの奉仕活動も行った。
実績：単位クラブ29クラブ、1,300人　活動補助金2,590,400円 Ｂ

●老人クラブ事業補助
概要：向日市老人クラブ連合会を中心に、スポーツ・レクリ
エーションを通して会員相互の親睦と健康作りに努めるととも
に、友愛訪問や公園清掃などの奉仕活動も行った。
単位クラブ数27、会員数約1,197人
実績：2,434,000円（平成29年度老人クラブ連合会事業補助金）

Ｂ

●高齢者見守りネット
ワークづくり

・今後も民間事業者と見守りに関する協定を締結
し、ネットワークの充実に努めます。

33

高
齢
介
護
課

●高齢者見守りネットワーク
概要：市、事業者その他の者が連携し、及び協働しつつ、何ら
かの支援を必要としている高齢者を早期に発見して必要な支援
を行う高齢者見守りネットワークの構築に取り組んだ。
実績：協力事業者数10箇所（平成29年２月末現在）

Ｂ

●高齢者見守りネットワーク
概要：市、事業者その他の者が連携し、及び協働しつつ、何ら
かの支援を必要としている高齢者を早期に発見して必要な支援
を行う高齢者見守りネットワークの構築に取り組んだ。
実績：協力事業者数10箇所（平成29年度末現在）

Ｂ

34-1

地
域
福
祉
課

●民生児童委員による見守り活動の実施【再掲】
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

Ｂ

●民生児童委員による見守り活動の実施【再掲】
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

Ｂ

34-2

高
齢
介
護
課

●ひとり暮らし高齢者及び高齢者世帯台帳の整備
概要：65歳以上のひとり暮らし世帯及び高齢者世帯を把握する
ため、民生委員の協力を得て、訪問による実態調査を行い、台
帳を作成し、高齢者の孤立防止や安否確認などに活用してい
る。
実態把握数：ひとり暮らし高齢者2,526人、高齢者世帯5,507世
帯

Ｂ

●ひとり暮らし高齢者及び高齢者世帯台帳の整備
概要：65歳以上のひとり暮らし世帯及び高齢者世帯を把握する
ため、民生委員の協力を得て、訪問による実態調査を行い、台
帳を作成し、高齢者の孤立防止や安否確認などに活用してい
る。
実態把握数：ひとり暮らし高齢者2,792人、高齢者世帯2,813世
帯

Ｂ

・高齢者の孤立防止や安否確認などを目的に、定
期的な見守り活動を市社協や民生委員・児童委員
と連携して取り組みます。

●民生委員・児童委員
との連携

●地域ケア会議の開催 ・医療・保健・介護・福祉等の関係機関、警察等
の多職種連携による地域ケア会議の充実を図りま
す。

・民生委員・児童委員、老人クラブ、ボランティ
ア団体、地域住民による見守り・支え合いの取組
みな
ど各活動団体の連携を強化します。

①地域福祉活動団体等
の連携の支援

・自治会や福祉活動団
体など、地域でのそれ
ぞれの活動や

課題を知り、情報交換
し合える場を構築しま
す。

・民生委員・児童委員
などの地域福祉活動者
や、自治会、老人クラ
ブなどの活動団体間の
交流や情報交換などの
連携を支援します。

②地域包括ケアシステ
ムの構築
・支援が必要な高齢者
などが、住み慣れた地
域で暮らし続けること
ができるよう地域全体
で支える地域包括ケア
システムの実現を目指
します。

（３）地域福祉活動団
体と行政との横のつな
がりの強化
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３　一人ひとりに合った適切なサービス利用の促進

●様々な媒体を活用し
た情報発信

・広報むこうや回覧、掲示板、インターネット・
ＳＮＳなどを活用して情報を発信します。 35

各課において、情報の受け手に合わせた情報発信を実施してい
る。 Ｂ

各課において、情報の受け手に合わせた情報発信を実施してい
る。 Ｂ

●見やすいホームペー
ジの作成

・ホームページにおいて、サービスの利用者に
とって知りたい福祉の最新情報を、見やすく、わ
かりやすく、発信します。 36

広
報
・
ふ

る
さ
と
創

生
課

●ホームページ
文字サイズと背景色の変更に対応したホームページで、福祉の
最新情報を掲載した。 Ｂ

●ホームページ
音声読み上げソフト等を利用しアクセシビリティに対応した
ホームページで、福祉の最新情報を掲載した。 Ｂ

●地域福祉活動の情報
提供

・市民の自発的な福祉活動に対する学習機会の提
供や情報提供を行います。

37

地
域
福
祉

課

●福祉パレットの発行（社協広報誌）
概要：A4版４ページ２色刷り
年３回自治会を通じて各戸配付。社協事業の案内や福祉に関す
る情報を発信した。
実績：発行回数年3回、約17,700部発行

Ｂ

●福祉パレットの発行（社協広報誌）
概要：A4版４ページ２色刷り
年３回自治会を通じて各戸配付。社協事業の案内や福祉に関す
る情報を発信した。
実績：発行回数年3回、約17,000部発行

Ｂ

●コミュニケーション
支援の充実

・手話表現や要約筆記技術の修得者の養成、派遣
等により、意思疎通を図ることに支障がある人に
対し、自立した日常生活の手助けができるよう支
援します。

・意思の疎通が困難な重度障がい者が入院した場
合に、支援員を医療機関等に派遣し、入院時の意
思疎通を支援します。

38

障
が
い
者
支
援
課

●手話通訳者の派遣
概要：手話通訳を必要とする市民、また関係者からの依頼に応
じて、手話通訳者を派遣した。
実績：644件（うち職員524件　登録120件）を派遣　※平成27年
度

●要約筆記者の派遣
概要：要約筆記を必要とする市民、また関係者からの依頼に応
じて、要約筆記者を派遣した。
実績：131件（うち職員2件　登録129件）を派遣　※平成27年度

Ａ

●手話通訳者の派遣
概要：手話通訳を必要とする市民、また関係者からの依頼に応
じて、手話通訳者を派遣した。
実績：762件（うち職員638件　登録124件）を派遣　※平成28年
度

●要約筆記者の派遣
概要：要約筆記を必要とする市民、また関係者からの依頼に応
じて、要約筆記者を派遣した。
実績：130 件（うち職員1件　登録129件）を派遣　※平成28年
度

Ａ

●民生委員・児童委員
の周知

・地区の民生委員・児童委員をその地区に住む皆
さまに知っていただき、活動への理解を深められ
るよう、広報むこうやホームページにおいて民生
委員・児童委員の氏名等を掲載し周知に努めま
す。

39

地
域
福
祉
課

●民生児童委員の改選に伴う周知・啓発の実施
概要：平成28年12月１日付け民生児童委員の改選に伴い、民生
児童委員の名簿を周知した他、あわせて民生児童委員制度を紹
介し啓発した。
実績：①「広報むこう」平成28年12月号への掲載　３ページ分
を確保
　　　②本市ホームページに、民生児童委員の項を開設し掲載

Ｂ

●民生児童委員の周知・啓発の実施
本市ホームページに、民生児童委員の項を開設し掲載。
向日市まつりにおいて、向日市の民生児童委員、主任児童委員
の担当地区及び氏名を記載した名簿を来場者に配布した。 Ｂ

●地域包括支援セン
ターにおける相談

・高齢者やその家族が安心して必要なサービスを
利用できるよう、地域包括支援センターにおい
て、主任介護支援専門員、保健師、社会福祉士に
よる相談を行い、適切なサービスの提供に結びつ
けます。

40

高
齢
介
護
課

●地域包括支援センターの設置
概要：地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必
要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増
進を包括的に支援することを目的とした地域包括支援センター
を３か所設置し、その運営を（福）向日市社会福祉協議会、
（福）向陽福祉会、（医）回生会に委託した。
実績：相談件数8,000件、ケアプラン作成数3,700件
　　（平成28年度末見込数）

Ｂ

●地域包括支援センターの設置
概要：地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必
要な援助を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増
進を包括的に支援することを目的とした地域包括支援センター
を３か所設置し、その運営を（福）向日市社会福祉協議会、
（福）向陽福祉会、（医）回生会に委託した。また、地域包括
ケアシステム推進の中心となる地域包括支援センターでの相談
事業や、介護予防ケアマネジメント体制を強化させ、地域包括
支援センターが担う役割を充実させるよう、地域包括支援セン
ターの職員体制を3人から4人へ増員した。
実績：相談件数10,000件、ケアプラン作成数4,000件
     （平成29年度末見込数）

Ｂ

●子育てコンシェル
ジュによる相談

・妊娠届出や転入された時に、保健師等が面接
し、妊娠・出産・子育てに関する心配や不安をお
聞きし、個々のニーズに応じたサービスを紹介す
る子育てコンシェルジュ（子育て総合相談窓口）
を開設します。 41

健
康
推
進
課

●子育てコンシェルジュの設置
概要：妊娠から子育て期までを通じて切れ目ない支援をするた
め、専任保健師１名を配置し、あらゆる子育てに関する相談を
実施
実績：妊娠届出時妊婦面接445人　届出時以外の妊婦相談77名
　　　転入児相談160人　乳幼児43人
　　　平成29年3月に子育てマップ1000部発行予定  平成29年1
月末現在

Ｂ

●子育てコンシェルジュにおける相談実績（12月末現在）
 　 妊　婦　439人（うち転入妊婦46人）
    妊･産婦相談　170人　　　転入児　148人
    乳幼児相談　　102人  【総相談件数：859人】

　相談実績は、昨年度より増える見込み。

Ａ

●子育て世帯の相談窓
口の充実

・家庭における子どもの養育やしつけなどの様々
な悩みを抱える保護者や子ども自身等が気軽に相
談できるように、家庭児童相談室、子育てセン
ター等の相談窓口の充実に努めます。

・広報むこうの子育て支援情報コーナー等による
情報発信を行うなど効果的な周知に努めます。

・妊娠中の方や保護者が、地域の子育て支援事業
等を円滑に利用できるよう、利用者支援事業の利
用促進に努めます。

42

子
育
て
支
援
課

●家庭児童相談室、子育てセンター等
概要：家庭児童相談室、子育てセンター、ＮＰＯによる地域子
育て支援拠点において、専門職による子育てや子どもの発達に
関する悩みなどの相談を実施した

Ｂ

●家庭児童相談室、子育てセンター等
概要：家庭児童相談室、子育てセンター、ＮＰＯによる地域子
育て支援拠点において、専門職による子育てや子どもの発達に
関する悩みなどの相談を実施した

Ｂ

●障がい者地域生活支
援センターにおける相
談

・障がいのある人が自立した日常生活や社会生活
を営むために、必要な情報の提供及び助言その他
障がい福祉サービスの利用支援等、相談支援に努
めます。

43

障
が
い
者
支

援
課

●「障がい者地域生活支援センター」の設置
概要：向日市在住で障がいのある方やそのご家族に対して、福
祉サービス等の紹介、就学・就労・生活上の悩みなど、障がい
福祉に関する総合相談を行った。
実績：乙訓管内の６箇所に事業委託

Ａ

●「障がい者地域生活支援センター」の設置
概要：向日市在住で障がいのある方やそのご家族に対して、福
祉サービス等の紹介、就学・就労・生活上の悩みなど、障がい
福祉に関する総合相談を行った。
実績：乙訓管内の６箇所に事業委託

Ａ

①伝わりやすさに配慮
した情報提供
・年齢や障がい特性な
ど受け手に合わせた情
報提供を行います。

①相談窓口の周知
・民生委員・児童委員
の役割等をはじめ、各
相談窓口の情報につい
ての周知を図ります。

（２）関係機関の連携
強化による相談支援の
充実

（１）必要な情報が手
元に届く仕組みづくり

8 ページ



取組の方向性 施策・事業 具体的な取り組み 連番
所
管

課 事業概要及び実績（平成28年度）
進捗
状況

事業概要及び実績（平成29年度）
進捗
状況

第２期計画（前期計画）

●生活困窮における相
談

・生活困窮者の自立を支援するためハローワーク
と連携した就労支援や住宅確保給付金などの生活
困窮に関する相談事業を推進します。【市社協と
の連携】

44

地
域
福
祉
課

●生活困窮者自立支援事業
概要：生活困窮者自立支援法が平成27年４月から施行されたこ
とに伴い、生活保護に至るまでの生活困窮者に対する自立支援
施策として、自立相談支援事業、就労準備支援事業、住宅確保
給付金事業を実施した。
実績：①生活困窮者自立相談支援事業（向日市社協に委託）
　　　　相談件数　95件（見込み）
　　　②住宅確保給付金　0件　金額　0円

●くらしの資金貸付事業
概要：夏期及び冬期に生活の不安定な世帯に対し、くらしに必
要な資金を１世帯10万円を限度として貸付けを行った。（向日
市社会福祉協議会に業務を委託）
実績：①夏期　5件　430,000円
　　　②冬期　0件　　　　0円

●生活困窮者自立相談支援の実施（社協）
新規相談件数　　延べ100件（見込）
プラン作成件数　延べ 35件（見込）

Ｂ

●生活困窮者自立支援事業
概要：生活困窮者自立支援法が平成27年４月から施行されたこ
とに伴い、生活保護に至るまでの生活困窮者に対する自立支援
施策として、自立相談支援事業、就労準備支援事業、住宅確保
給付金事業を実施した。
実績：①生活困窮者自立相談支援事業（向日市社協に委託）
　　　　相談件数　120件（見込み）
　　　②住宅確保給付金　0件　金額　0円

●くらしの資金貸付事業
概要：夏期及び冬期に生活の不安定な世帯に対し、くらしに必
要な資金を１世帯10万円を限度として貸付けを行った。（向日
市社会福祉協議会に業務を委託）
実績：①夏期　1件　100,000円
　　　②冬期　3件　300,000円

●生活困窮者自立相談支援の実施（社協）
新規相談件数　　120件（見込）
プラン作成件数　 20件（見込）

Ｂ

②相談機関のネット
ワークの強化
・複雑かつ多様化して
いる福祉関連情報や課
題を共有できる仕組み
の構築を進めます。

●乙訓圏域障がい者自
立支援協議会における
連携

・障がいのある人が、地域で安心して暮らせるよ
うにするために、乙訓圏域障がい者自立支援協議
会において、引き続き相談事業所を含めた関係機
関との連携を進めます。

45

障
が
い
者
支
援
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●「自立支援協議会」の設置・運営
概要：平成19年度設置。乙訓圏域における障がい福祉サービス
の基盤整備と利用に関する総合調整を目的とする。
実績：①６つの部会・委員会による会議の開催…合計29回開催
　　　②研修会開催…１回
　　　（相談支援専門員のスキルアップ、福祉サービス従事者
の人材定着）
　　　※いずれも平成27年度

Ａ

●「自立支援協議会」の設置・運営
概要：平成19年度設置。乙訓圏域における障がい福祉サービス
の基盤整備と利用に関する総合調整を目的とする。
実績：①７つの部会・委員会等による会議の開催…合計48回開
催
　　　②４つの研修の実施
　　　（喀痰吸引等フォローアップ研修、相談支援専門員のス
キルアップ研修等）
　　　※いずれも平成28年度

Ａ

●地域ニーズの把握 ・アンケート調査などにより、地域ニーズや課題
などの把握に努めます。

・井戸端会議等の地域の人が集う機会を活用し、
不安や心配ごと等の聞き取りを行います。

・アンケート調査等に回答しやすいように、調査
方法等を検討します。

46

地
域
福
祉
課

●アンケート調査の実施（向日市民生児童委員連絡協議会）
概要：地域の人が集う機会を活用し、不安や心配ごと等の聞き
取りを行った。
実績：向日市まつり、井戸端会議

Ｂ

●アンケート調査の実施（向日市民生児童委員連絡協議会）
概要：地域の人が集う機会を活用し、不安や心配ごと等の聞き
取りを行った。
実績：向日市まつり、井戸端会議

Ｂ

●生活課題の把握 ・本市では、各種アンケート調査に加え、地域福
祉活動を通じて地域の福祉やニーズや生活課題の
把握に努めるとともに、これらを参考に今後の
サービス制度を検討します。 47

地
域
福
祉
課

●向日市地域福祉計画推進委員会の開催
概要：地域福祉行政の総合的な推進と意見集約を行うため、向
日市地域福祉計画推進委員会を開催した。これに先立ち、「第
２期向日市地域福祉計画（前期計画）進捗状況調査」を実施
し、各施策の実施状況の点検を行った。
開催日：平成29年3月24日　出席者10人（予定）

Ｂ

●向日市地域福祉計画推進委員会の開催
概要：地域福祉行政の総合的な推進と意見集約を行うため、向
日市地域福祉計画推進委員会を開催した。これに先立ち、「第
２期向日市地域福祉計画（前期計画）進捗状況調査」を実施
し、各施策の実施状況の点検を行った。
開催日：平成30年3月27日　出席者10人（予定）

Ｂ

●地域ケア会議におけ
るニーズ把握

・高齢者に対する支援の充実とそれを支える社会
基盤の整備を進めるため、地域ケア会議におい
て、ケアマネジメント支援を通じて、地域の課題
を明確にし、地域のネットワーク構築につなげて
いきます。 48

高
齢
介
護
課

●地域ケア会議の開催
概要：地域包括支援センターが主となり多職種協働のもと、
フォーマルのみならずインフォーマルな資源やサービスも活用
しながら、個別ケースの支援内容の検討を行う地域ケア会議
と、その積み重ねを通し関係者の課題解決能力の向上や地域包
括支援ネットワークを構築するための地域包括ケア会議を実施
した。
実績：地域ケア会議30回、地域包括ケア会議２回
　　　（平成28年度末見込数）

Ｂ

●地域ケア会議の開催
概要：地域包括支援センターが主となり多職種協働のもと、
フォーマルのみならずインフォーマルな資源やサービスも活用
しながら、個別ケースの支援内容の検討を行う地域ケア会議
と、その積み重ねを通し関係者の課題解決能力の向上や地域包
括支援ネットワークを構築するための地域包括ケア会議を実施
した。
実績：地域ケア会議20回、地域包括ケア会議２回
　　　（平成29年度末見込数）

Ｂ

４　地域ぐるみの安心・安全対策の推進

49-1

地
域
福
祉
課

●民生児童委員による見守り活動の実施【再掲】
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

Ｂ

●民生児童委員による見守り活動の実施【再掲】
概要：ひとり暮らし高齢者や要配慮者等、見守りが必要な家庭
に対して随時の訪問活動を実施し、安否確認や孤立防止を図っ
た。
実績：延べ約7,500人

Ｂ

49-2

高
齢
介
護
課

●虐待防止の取組
概要：高齢者の虐待の防止に向け、関係機関の連携強化を図る
とともに、虐待の予防・早期発見・早期対応及び防止に係る協
議を行うため、向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会
と施設職員向けの啓発出前講座を開催
実績：向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会２回開催
　　　啓発出前講座３回開催
　　　（平成28年度末見込数）

Ｂ

●虐待防止の取組
概要：高齢者の虐待の防止に向け、関係機関の連携強化を図る
とともに、虐待の予防・早期発見・早期対応及び防止に係る協
議を行うため、向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会
と施設職員又は市民向けの啓発出前講座を開催
実績：向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会２回開催
　　　啓発出前講座５回開催
　　　（平成29年度末見込数）

Ｂ

49-3
障
が
い

者
支
援

課

●虐待防止パンフレットの設置
概要：一般住民向けに法の趣旨について啓発した。 Ａ

●虐待防止パンフレットの設置
概要：一般住民向けに法の趣旨について啓発した。 Ａ

49-4

子
育
て
支

援
課

●虐待防止
概要：児童福祉法に基づき、法定協議会でる要保護児童対策地
域ネットワーク協議会において、児相、学校、警察などの多様
な関係機関との連携により虐待防止に取り組んだ。

Ｂ

●虐待防止
概要：児童福祉法に基づき、法定協議会である要保護児童対策
地域ネットワーク協議会において、児相、学校、警察などの多
様な関係機関との連携により虐待防止に取り組んだ。

Ｂ

①虐待防止・早期対応
・高齢者や障がい者、
児童等に対する虐待防
止、早期発見、早期対
応に向け関係機関との
連携を強化します

（１）虐待の防止と権
利擁護の推進

・虐待の未然防止を図るため、地域住民や民生委
員・児童委員と密接に連携し、地域での効果的な
見守り活動に取り組みます。

●地域での見守り活動

③生活課題・地域ニー
ズの把握
・地域ニーズや生活課
題の把握については、
各種アンケート調査の
ほか、地域福祉活動を
通じた把握に努め、
サービスや制度を検討
していきます。
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取組の方向性 施策・事業 具体的な取り組み 連番
所
管

課 事業概要及び実績（平成28年度）
進捗
状況

事業概要及び実績（平成29年度）
進捗
状況

第２期計画（前期計画）

●児童虐待防止への取
組み

・オレンジリボン運動の推進や、１８９(いちはや
く)（児童相談所全国共通ダイヤル）等の周知な
ど、児童虐待に対する広報・啓発活動を推進し、
児童虐待防止に向けた取組みを推進します。

・児童相談所などの関係機関等と連携して未然防
止を図るとともに、切れ目ない支援を行うなど、
総合的な家庭支援を行います。

・市内の子どもに関わる関係機関15団体で、「向
日市要保護児童対策地域ネットワーク会議」を設
置し、代表者会議・実務者会議・個別ケース会議
を通じて、保護を要する子どもの早期発見、適切
な保護に努めます。

50

子
育
て
支
援
課

●オレンジリボン運動推進、１８９周知啓発
概要：児童虐待防止月間である11月に全職員対象にオレンジリ
ボンの配布、着用により運動の推進をした。
●児相等との連携
概要：常時連携、虐待困難ケースについて、児童福祉法に基づ
き、援助依頼や送致などを実施した。
●要保護児童対策地域ネットワーク会議
概要：代表者会議…年１回、実務者会議…年６回、ケース会議
年…年60回
●家庭相談員
概要：３名配置

Ｂ

●オレンジリボン運動推進
概要：児童虐待防止月間である11月に全職員対象にオレンジリ
ボンの配布、着用により運動の推進をした。
●児相等との連携
概要：常時連携、虐待困難ケースについて、児童福祉法に基づ
き、援助依頼や送致などを実施した。
●要保護児童対策地域ネットワーク会議
概要：代表者会議…年１回、実務者会議…年６回、ケース会議
年…年60回（見込み）
●家庭相談員
概要：２名配置

Ｂ

●障がい者虐待防止へ
の取組み

・障がい者虐待防止センター（乙訓２市１町で共
同設置）を中心に、障がい者虐待の防止に取り組
みます。

・障がい特性や障がいのある人が抱える生活課題
等について理解を促す啓発に努めるとともに、関
係機関と連携を図り、広報むこうや研修会などを
通じて虐待防止に努めます。

・虐待が発生した場合は、関係者によるコアメン
バー会議※１を開催し、速やかに対応を行いま
す。

51

障
が
い
者
支
援
課

●障がい者虐待防止センター
概要：障がい者虐待の防止や早期発見、相談、支援等を行うた
め、乙訓２市１町で設置
実績：通報受理件数
　　　養護者虐待３件
　　　施設従事者による虐待１件
　　　使用者による虐待１件
　　　　　　　　　　　　　　　※平成27年度実績

Ａ

●障がい者虐待防止センター
概要：障がい者虐待の防止や早期発見、相談、支援等を行うた
め、乙訓２市１町で設置
実績：通報受理件数
　　　養護者虐待３件
　　　施設従事者による虐待０件
　　　使用者による虐待０件
　　　　　　　　　　　　　　　※平成28年度実績

Ａ

●高齢者虐待防止への
取組み

・介護支援専門員や介護サービス事業所、介護施
設の職員を対象に、虐待のリスクを早期に把握す
るためのチェックリストの活用や虐待防止のため
の対応方法についての研修会を開催するなど、関
係団体や関係機関における虐待防止の対応力向上
に努めます。

52

高
齢
介
護
課

●虐待防止の取組
概要：高齢者の虐待の防止に向け、関係機関の連携強化を図る
とともに、虐待の予防・早期発見・早期対応及び防止に係る協
議を行うため、向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会
と施設職員向けの啓発出前講座を開催
実績：向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会２回開催
　　　啓発出前講座３回開催
　　　（平成28年度末見込数）

Ｂ

●虐待防止の取組
概要：高齢者の虐待の防止に向け、関係機関の連携強化を図る
とともに、虐待の予防・早期発見・早期対応及び防止に係る協
議を行うため、向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会
と施設職員又は市民向けの啓発出前講座を開催
実績：向日市高齢者虐待防止ネットワーク運営委員会２回開催
　　　啓発出前講座５回開催
　　　（平成29年度末見込数）

Ｂ

●子育てコンシェル
ジュ事業等による虐待
未然防止

・子育てコンシェルジュ（子育て総合相談窓口）
推進事業を通じて、安心して産み育てる体制や環
境づくりを行い、虐待の未然防止に努めます。

・母子健康手帳発行時にすべての妊婦と保健師等
が面接し、支援が必要な人には、妊娠中、産後、
子育て期と継続的な支援を行います。

53

健
康
推
進
課

●子育てコンシェルジュ
概要：妊娠から子育て期までを通じて切れ目ない支援をするた
め、専任保健師１名を配置し、あらゆる子育てに関する相談を
実施 Ｂ

●子育てコンシェルジュ
　面接した妊婦全員に個別支援プランを作成し、必要者には継
続支援を行っている。
　個別支援プランに沿った子育て応援パートナー派遣事業やプ
レママサロンを活用するほか、地区担当保健師により関係機関
と連携し継続的な支援を行っている。

Ｂ

54-1

高
齢
介
護
課

●成年後見利用支援事業の実施
概要：判断能力が不十分な認知症高齢者等で成年後見制度の利
用が必要な方のうち、親族等がいないなどの理由で本人や親族
による後見開始の審判請求ができない場合に行う市長申し立て
や成年後見制度を利用している方が、成年後見人等に支払う報
酬を負担することが困難な場合に、その費用の一部を助成する
事業。
実績：市長申立件数０件
　　　報酬助成件数13件
　　　（平成29年２月末現在）

Ｂ

●成年後見利用支援事業の実施
概要：判断能力が不十分な認知症高齢者等で成年後見制度の利
用が必要な方のうち、親族等がいないなどの理由で本人や親族
による後見開始の審判請求ができない場合に行う市長申し立て
や成年後見制度を利用している方が、成年後見人等に支払う報
酬を負担することが困難な場合に、その費用の一部を助成する
事業。
実績：市長申立件数０件
　　　報酬助成件数12件
　　　（平成30年２月末現在）

Ｂ

54-2

障
が
い
者
支
援

課

●成年後見利用支援事業
概要：判断能力が不十分な障がい者で成年後見制度の利用が必
要な方のうち、親族等がいないなどの理由で本人や親族による
後見開始の審判請求ができない場合に、市長が家庭裁判所に審
判請求を行い、その費用を助成する事業です。
実績：審判請求件数　0件、費用助成件数1件

Ａ

●成年後見利用支援事業
概要：判断能力が不十分な障がい者で成年後見制度の利用が必
要な方のうち、親族等がいないなどの理由で本人や親族による
後見開始の審判請求ができない場合に、市長が家庭裁判所に審
判請求を行い、その費用や成年後見人等の報酬に係る費用を助
成する事業です。
実績：審判請求件数　1件、費用助成件数2件　※平成28年度実

Ａ

●日常生活自立支援事
業の推進

・軽度の認知症の高齢者や精神障がいのある方
が、個人の尊厳にふさわしい日常生活や社会生活
を送るため、必要な支援を円滑に受けることがで
きるよう関係機関と連携し、制度の活用に努めま
す。【市社協との連携】

55

地
域
福
祉
課

●日常生活自立支援事業の実施（社協）
新規相談件数　延べ15件（見込）
契約件数　36件（平成29年２月末現在） Ｂ

●日常生活自立支援事業の実施（社協）
新規相談件数　延べ10件（見込）
契約件数　35件（平成30年１月末現在） Ｂ

●生活困窮者自立支援
体制を構築

・生活困窮者相談窓口を市社協に設置し、生活に
困窮している人への早期対応により、生活保護に
至る前に適切な支援に努めます。

56

地
域
福
祉
課

●生活困窮者自立相談支援事業【再掲】
概要：生活困窮者自立支援法が平成27年４月から施行されたこ
とに伴い、生活保護に至るまでの生活困窮者に対する自立支援
施策として、自立相談支援事業を実施した。
実績：生活困窮者自立相談支援事業（向日市社協に委託）
　　　相談件数　95件(見込み)

Ｂ

●生活困窮者自立支援事業【再掲】
概要：生活困窮者自立支援法が平成27年４月から施行されたこ
とに伴い、生活保護に至るまでの生活困窮者に対する自立支援
施策として、自立相談支援事業、就労準備支援事業、住宅確保
給付金事業を実施した。
実績：①生活困窮者自立相談支援事業（向日市社協に委託）
　　　　相談件数　120件（見込み）
　　　②住宅確保給付金　0件　金額　0円

Ｂ

②権利擁護事業の推進
・認知症、高齢者、精
神障がいや知的障がい
のある人などで、サー
ビスの利用や契約など
の意思表示や決定をす
ることが十分にできな
い人たちへの支援とし
て、成年後見制度を周
知し、普及を促進しま
す。

・成年後見制度の周知に努めるとともに、利用に
あたっての支援を行います。

●成年後見制度の普及

③生活困窮者への支援
・生活保護に至る前の
生活困窮者を自立支援
するため、生活困窮者
自立支援法に基づく取
組みを進めます。
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取組の方向性 施策・事業 具体的な取り組み 連番
所
管

課 事業概要及び実績（平成28年度）
進捗
状況

事業概要及び実績（平成29年度）
進捗
状況

第２期計画（前期計画）

●生活困窮者への支援 ・生活相談員と就労支援員を配置し、ハローワー
クと連携した就労支援、住宅確保給付金の利用な
ど、生活困窮者の相談事業に取り組みます。【市
社協との連携】

57

地
域
福
祉
課

●就労準備支援事業、住宅確保給付金事業【再掲】
概要：生活困窮者自立支援法が平成27年４月から施行されたこ
とに伴い、生活保護に至るまでの生活困窮者に対する自立支援
施策として、就労準備支援事業、住宅確保給付金事業を実施し
た。
実績：住宅確保給付金　0件　金額　0円

●生活困窮者支援ネットワーク研修会の実施（社協）
関係機関との連携を図るための研修会を実施した。
講師：吉永純さん（花園大学社会福祉学部教授）
対象者：行政関係者、弁護士、司法書士、病院など
参加者：32名

済

●就労準備支援事業、住宅確保給付金事業【再掲】
概要：生活困窮者自立支援法が平成27年４月から施行されたこ
とに伴い、生活保護に至るまでの生活困窮者に対する自立支援
施策として、就労準備支援事業、住宅確保給付金事業を実施し
た。
実績：住宅確保給付金　0件　金額　0円

●生活困窮者支援ネットワーク研修会の実施（社協）
関係機関との連携を図るための研修会を実施
講師：山本幸子さん
　　　（舞鶴市役所生活支援相談センター所長）他
対象者：行政関係者、民生委員
参加者：50名（見込み）

Ｂ

58-1
地
域
福

祉
課

●災害時避難行動要支援者名簿
概要：当課で対応する災害時避難行動要支援者に、名簿登録を
勧奨した。

Ｂ

●災害時避難行動要支援者名簿
概要：当課で対応する災害時避難行動要支援者に、名簿登録を
勧奨した。

Ｂ

58-2
高
齢
介

護
課

●災害時避難行動要支援者名簿
概要：当課や地域包括支援センターで対応する高齢者等に災害
時避難行動支援者登録を勧奨した。

Ｂ

●災害時避難行動要支援者名簿
概要：当課や地域包括支援センターで対応する高齢者等に、災
害時避難行動支援者登録を勧奨した。

Ｂ

58-3

障
が
い
者
支
援
課

●災害行動要支援者名簿
概要：災害が発生時、または発生のおそれが生じた場合に、避
難支援等関係者に提供する名簿情報を作成した。
対象者：身体障害者手帳1級・2級所持者および療育手帳A所持者
実績：身体障害者手帳1級所持者　662名
身体障害者手帳2級所持者　315名
療育手帳A所持者　175名

Ａ

●災害行動要支援者名簿
概要：災害が発生時、または発生のおそれが生じた場合に、避
難支援等関係者に提供する名簿情報を作成した。
対象者：身体障害者手帳1級・2級所持者および療育手帳A所持者
実績：身体障害者手帳1級所持者　678名
身体障害者手帳2級所持者　310名
療育手帳A所持者　182名

Ａ

58-4

防
災
安
全
課

●災害時避難行動要支援者名簿の整備
概要：向日市在住の(1)65歳以上の独居高齢者、(2)65歳以上の
高齢者世帯、(3)身体障害者手帳1級2級を所有している方、(4)
療育手帳A判定の方、(5)要介護認定において、要介護3以上の認
定を受けている方などの自力で避難できない方（要支援者）に
対して平常時から日頃の見守りや災害時の情報伝達の支援・避
難行動支援を行うため、災害時避難行動要支援者名簿の作成を
行い、連合自治会等の関係機関に提供を行った。
実績：2,945人登録（平成29年３月１日時点）

Ｂ

●災害時避難行動要支援者名簿の整備
概要：向日市在住の(1)65歳以上の独居高齢者、(2)65歳以上の
高齢者世帯、(3)身体障害者手帳1級2級を所有している方、(4)
療育手帳A判定の方、(5)要介護認定において、要介護3以上の認
定を受けている方などの自力で避難できない方（要支援者）に
対して平常時から日頃の見守りや災害時の情報伝達の支援・避
難行動支援を行うため、災害時避難行動要支援者名簿の作成を
行い、連合自治会等の関係機関に提供を行った。
実績：2,850人登録（平成30年２月１日時点）

Ｂ

●要配慮者への支援 ・災害時、必要に応じて市社協へ災害ボランティ
アセンターの設置を要請し、要配慮者へ支援を行
います。【市社協との連携】 59

地
域
福
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課

●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施（社協）
自治会等と連携して、市内４か所で高齢者の安否確認訓練を実
施した。
対象者：自治会役員等、高齢者
参加者：80人

済

●災害ボランティアセンター設置運営訓練の実施（社協）
自治会等と連携して、市内9か所で高齢者の安否確認訓練を実施
した。
対象者：自治会役員等、高齢者
参加者：102人

Ｂ

●消費生活相談 ・悪質商法や多重債務、訪問販売などの契約に関
わるトラブルなど消費生活について相談を行いま
す。

・「１８８(いやや)（消費者ホットライン）」な
ど相談機関についての周知を図ります。

60
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●消費生活センター
概要：向日市民を対象に悪質商法や多重債務、訪問販売などの
契約に関わるトラブルなど消費生活について相談を行った。
実績：相談件数247件（平成29年２月28日終了時点）

●188（消費者ホットライン）
概要：188（消費者ホットライン）などの相談窓口について、啓
発を通じて、周知を図った。
実績：啓発回数７回（出前講座５回、敬老会、向日市まつり）

Ｂ

●消費生活センター
概要：向日市民を対象に悪質商法や多重債務、訪問販売などの
契約に関わるトラブルなど消費生活について相談を行った。
実績：相談件数235件（平成30年１月31日終了時点）

●188（消費者ホットライン）
概要：188（消費者ホットライン）などの相談窓口について、啓
発を通じて、周知を図った。
実績：啓発回数５回（出前講座４回、向日市まつり）

Ｂ

●出前講座 ・高齢者等の消費生活についてトラブル等を防止
するため出前講座等を行います。

61
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●出前講座
概要：市民を対象に、悪質商法を中心に消費生活トラブルにつ
いて、消費生活相談員による講座を実施し、消費者意識の向
上・醸成を図った。
実績：５回

Ｂ

●出前講座
概要：市民を対象に、悪質商法を中心に消費生活トラブルにつ
いて、消費生活相談員による講座を実施し、消費者意識の向
上・醸成を図った。
実績：４回

Ｂ

62-1

道
路
整
備
課

●市道の整備
・歩車道境界における段差を解消したすりつけブロックの適用
基準を策定。（道路整備課）
・市道第2118号線（伏見向日線～西京高槻線）、市道第4007号
線：観光ルート美装化に伴い歩行空間を確保。（道路整備課）
・市道第6011号線：観光ルート美装化に伴い歩行空間確保に着
手（道路整備課）
・森本上植野幹線：すりつけブロックの採用及び縦断勾配の修
正を実施（道路整備課）
・市道第2087号線、市道第3031号線、寺戸幹線6号など：拡幅改
良事業を実施（道路整備課）
・市道第4001号線：観光ルート美装化に伴い歩道を確保（道路
整備課）

Ｂ

●市道の整備
・市道第6011号線：観光ルート美装化に伴い歩行空間を確保。
（道路整備課）
・市道第6002号線：観光ルート美装化に伴い歩行空間整備に着
手（道路整備課）
・市道第2087号線、市道第3031号線、寺戸幹線6号など：拡幅改
良事業を実施（道路整備課）
・桂寺戸線、森本上植野幹線、市道第2087号線など：すりつけ
ブロックを設置（道路整備課）

Ｂ

62-2

公
園
住
宅

課

●公園のバリアフリー化事業
概要：市民ふれあい広場に多機能トイレを整備することによ
り、公園のバリアフリー化を推進した。

Ｂ

●公園のバリアフリー化事業
概要：西向日公園と勝山公園に多機能トイレ等を整備すること
により、公園のバリアフリー化を推進した。

Ｂ

（２）安心・安全なま
ちづくり

・市内移動の円滑化を図るため、バリアフリー基
本構想、向日市公共物特定事業計画に基づき、計
画的に整備を進めます。

●バリアフリー化の計
画的な推進

・「災害時避難行動要支援者名簿」への登録を働
きかけます。

●災害時避難行動要支
援者名簿への登録

①バリアフリー化の推
進
・公共施設等のバリア
フリー化の推進を図り
ます。

（３）外出しやすい環
境づくり

②消費者被害防止対策
の推進
・地域や警察など関係
機関との連携のもと
に、消費者被害等の未
然防止に努めます。

①「災害時避難行動要
支援者名簿」への登録
促進

・災害時で万が一のと
きに助け合える地域づ
くりを進めるため、地
域における要支援者の
安否確認などについ
て、関係機関が連携で
きる体制づくりを促進
していきます。
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62-3

公
共
建
物
整
備
課

（
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2
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.
1
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営
繕
課
）

●管理施設のバリアフリー化事業
概要：向日神社トイレ　木造平屋建　新築　延床面積46.37㎡
対象者：車いす使用者、妊婦、身体の不自由な方をはじめとす
る全ての方
実績：施工場所：向日神社敷地内の整備。多目的便所、男子便
所、女子便所、休憩室、点字プレート、点字ブロック、車いす
対応便器、オストメイト、ベビーシート、ベビーチェア、手
摺、スロープ。

済

●管理施設のバリアフリー化事業
概要：（仮称）向日市女性活躍推進センター
鉄骨造３階建 新築　延床面積384.13㎡
実績：多目的便所、車いす対応便器、オストメイト、ベビー
シート、ベビーチェア、手摺、点字プレート、点字ブロック、
エレベーターの設置。

済
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